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指定管理者が行う公の施設の管理状況報告（平成26年度分）

く採の評価毒事＞

箆毅滋笈箆全土…族会議鐙mi__ 
1 指定管理患者の綴重要毒事

ニ重県流科書下水道総数

~t綴浄化セン舎一 （三i愛護~HI越的大学魚崎新IE 8告書番地の 2i捻）
手義務浄化セン世… ｛悶悶市市総揺T~七五味塚 1085 j番地の 18)

喜重出Jll友喜善浄化セン）！－ ｛津市雲出鋼管鶴子52香織の 5j也）

i施設O)'i!;称及び所在
松阪浄化i!.ンター ｛松阪市言語須町3922望書士患偽）

宮川浄化セン安一 （｛芦警寺市大言葉町 1126縁地｝

三三霊祭淡竣下水道官ま2主事事費量施設

;It溺l処王霊区スボ…ツ広場 ｛三：J霊郡川越町大詰評議i宥萩悶 80'l葬t患の 211洩）

松阪処理係議後的公園 （事会君主市高須町 3227番地の8他）

密Jll処想区スポーツ広場 （伊勢市大淡町 1126番地）

抜定管寝袋の名称等 公益異才E霊法人；：：：］霊祭下水量豊公社 理楽祭 ;ltJll素：忘（松阪市議緩慢I3922番地｝？

指定の説書簡 平成26年4FlH3～:;p:指定31王手3｝幸31日

i翁2設を奪還者が行うを警走塁
実流域下水遂の機械総数及び電気総数の操作iこ関する業務

毒 殺城下水道の古量殺、設備及び鱗ぷの縫持管現1：関するさ業務
義務の内容

－そのi告の業務

2施設設官筆者としての爆の評価 米指定管理者が変わった場合、前年度O)~李総iま斜線を官記入しています。
指定を雪道童委 県の百平｛海

評僚の環吾 の132~平綴 コメント

H25 H26 H25 H26 

1 管理業務
流域下水i盤施設の管理について、季節、天候、涜入主主総毒事が変 4

B B 重罪するなか句、コスト節減を関りつつ去裏切に施設の護憲章主管理が察令
！ の実施状況

施され‘良好な放流水緩急t薙保されている。
ト－一一

B先入~る汚水について、法定機＊~基準を主義守し、良好な71<銭安
2 施設の

B B 維持するとともに、下水道の普及後発のため、浄化センターへの
利用状況

j¥I,学者を積綴約！こ受け入れている。

主主流水質については、法定排水基署長3をすべて達成しており、法 i

3 成果関綴
定排水主義務より更に厳しい侵害喜放流水章者についても、概ね達成し！

B 日 ているα

及びその実績
以ト肉恥吋当初の閥均附一吋

主義者皆上げている。

※f評価の主要13Jの県 f十J（プラス）→指定管理盟主壁の自己喜平総！こ比べて高〈務綴する。

の評価 : • r -1 ｛マイナス）→擦笈繁華塁容の自己5制illil二比べて｛If（評倒する魚

r J（受話ヨ｝ →指E主管理賓の自己終仰と概ね濁i二塁率倒とする。

~ I c指定管理容の語研雨九駒務繊） 一一一一

； 綴1主管理者においては、すべての凄包についてBjj事僚としている。

下水処理に係る書車内的な知織とノウハウ~；苦かし、法主主淡水基準より3震に重量しい際機放流
水鷺iこより逮車主管獲を1Tい、良好な放流氷室撃を喜童保し‘ライフラインとしてのセーフテイネットを p

a童保している。
ii 総括約な ！ また抗減下水道の関連市町の災綬経滅を図るため、下水；寺派の含水科税減させること

割前 i で廃棄物の減量化相~＂処分重量織を郷叙するかど、穫積約加味ト削減摺っているQ
以上のことから燥の評僚は各務倒壊呂ともき譲渡管理者た悶じ霊平総とした。

（今後の誤差霊又は指定管理者への綴待）

流域下水滋緑豊立について、今後も良好な水質をE意書記するとともに、b盤殺の長寿命化とライフ

サイクルコストの低減！こj却すた効果的えよ点検や適切な総鈴修繕を期待するや



＜指定管理者の評価周報告書（平成26年度分）＞

指定管理者の名称：公益財団法人三重県下水道公社

1 管理業務の実施状況及び利用状況

(1）管理業務の実施状況

⑦流域下水道施設管理運営事業の実施に関する業務

施設の設置目的を達成するため、季節、天候及び、流入水量の変動等いかなる状況下においても安

定したサービスを提供するとともに、公共用水域である伊勢湾の水質保全及び改善！こ寄与すベく、法

令排水基準よりも更に厳しい目標放流水質を設定し、 24時間体制で運転管理を行っている。

また、悪水流入の未然防止活動として、公共下水道との接続点における水質調査を県、関係市町と

連携のうえ実施し、危機管理に努めている。

放流水質は、台風の大雨による急激な流入水量の増加等から、松阪浄化センターにおいて1つの水

質項目（T-P）のみ最大値が目標放流水質を超過する結果（年1回）となったが、法令排水基準（1mg／且）

を超えることなく、その他の水質項目は目標放流水質以内の数値を維持し、良好な水質を確保してい

る。

さらに、コスト縮減にまつでいjjlて1途は委、コスト縮減項目全体をみて、削減目標に基づく成果が得られている。
なお、平成25年度 委託契約であった汚泥処分業務については、新たに平成26年度から指

定管理業務の対象としている。

②施設及び設備の維持管理及び修繕に関する業務

ライフサイクルコストの低減を念頭にオーバーホール計画のもと維持修繕を実施し、故障による緊急

修繕を含め、 181件、約364，口00千円の維持修繕を行ったロ

③県施策への配慮に関する業務

持続可能な循環型社会の構築に向け、環境負荷の軽減等を図る観点から、下水汚泥の含水率を低

減させることにより、廃棄物の減量化を行うとともに、処分費用の抑制に努めている。

具体的には、各処理場の脱水機における標準性能と比較して、含水率を 2.5から 6.7ポイント低減さ

せて汚泥処理を行っている。

これにより、平成26年度は標準性能で処理した場合、 56,855トジの汚泥が発生するところ47,219トンに

抑制し、約 17%程度の汚泥の減量化を図った。

⑨情報公開・個人情報保護に関する業務

「三重県下水道公社情報公開規程及び実施要綱」に基づき、適正に運用している。

平成お年度における開示請求の件数は 14件で、その全てを開示決定している。

また、「三重県下水道公社個人情報保護規程」を定め、全職員に下水道公社が保有する個人情報の

厳重な管理を周知し、個人の権利利益の保護に努めている。

⑤その他の業務

普及啓発活動の充実を図るため、下水道出前教室として浄化センター職員が小学校へ出向き、水の

循環、下水道の仕組みの説明、水質の簡易測定実験、トイレツトペーパーの分散実験、顕微鏡による

微生物の観察など、実験を中心にした授業を平成 26年度は、雲出川左岸浄化センター及び松阪浄化

センター管内の小学校 28校、計 1,264名を対象に実施している。

また、下水道ポスターコンクールとして、下水道への理解と協力を深めていただくため、次世代を担う

児童からポスターを募集し、その作品を活用して循環する資源である水の性質や家庭で出来る水循環

対策の啓発を行っており、平成 26年度は県内の小学校 64校から 611点の応募があった。
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(2）簸設の利用状況

！ うイフ
7.;,J::.と主，，二、業務を i:j:i断することな（~士…どスのt是供を継続している。 ！ 
なお‘下水道！こ燃する滋解を深め、 lEしい利用方法などを草喜多義ナるため、通年にわたって浄化セン舎一；

への施設見学議？をきを！？入れているo't:1と、普及啓発施設の利関等を通じて、下l.ki後の普及啓発に努めて

いる。

全浄化1!ン告ーにおける

去さE霊水鏡：72,729,9日5n1、き発氷ケーキ処分蜜：47,218、85t、施設見学翁襲来”札852人

‘下水玉豪雪ま及啓発施設の豹1Jfo詩人主主：36,822人（集計可能なものに絞る〉

2 利用料金の級入の5契機

に二一
3 管理業務！こ関する経費の級支状況

収入の音~ 支出の部

H26 H25 

｛主幹佼．内）

H26 

一指定例料 j 2,58;,::B.946 3,830,3告3,613 事業重量 2,570,127,19史 3,817,275,776 

事l]fo詩料金収入 --- －－－－－－〆J

管王翠撃を 11,341,754 13,087曹837

その後の収入 む 。その後（］）炎上住 む 。
合計 (a) 2,581,468,946 3,830,363,613 合計 ｛むJI 2,581,468,946 3,830,363,613 

収支差額 ｛心べ紛 。 告

※滋主主管理者が変わった議会、言if年度の収災状況には斜線後書記入しています。

3話番参考

「若男総減免額

4 成果目標とそのき繁華護

！ 自警控璽水質（最大儀｝ （日OD、COD、SS,T川、小Pの単位閉塞／

BOD COD. SS τ羽 小P 汚泥の会氷室耗

北部浄化セン合… 14 18 20 12 1.3 76%以下
南部浄化センター .9 18 9 9 2 76%以下

：：察出HI友洋浄化センタ… 14 18 20 17 1.5 7話%以下

松阪浄化センター 14 I 18 ; 20 9.5 0.9 75%以下

成果白標 笈Jll浄化セン告－ 14 18 20 幸5 0.9 75%以下

コスト総裁項目 13綴値

f事ilU言を晃産すごをによる電気料金の喜I］滋 きま手額で27,300千円削減

施設の稼致条件寄変質（常時→必要誇）することによる電気科金の南I］≫ま 5 if僚で 3,200千円削減

池運用を~蕊すことによる保守点検殺の削減 5年需で31,000千例刻滅 'I 

PACの注入条件を変更することによる総選奨の制緩 5年揮で 4,000守内総裁

議分子凝築制の｛士繰を変更することによる調達費の削減 5年闘で17『500千符滋滋

主文芸電話く草壁〈最大値） (BOD、COD、部、τ役、τ－Pの主創立・mg/Q)

「 ！日OD COD ' SS T必； T・P j寺沼の含水率｝

「~t苦~浄化センタ－ 8.6 i 10 匂 14 9.8 1.2 I 73.6% 

nU軽自撲にまぎず 南部浄化センうま… 5.3 9.4 4 7.3 1.4 72.9% 

る実主警 察出川左岸浄化1!ンター ι7.8 9.5 ' 5 12 : 1.5 韮ヨ
総阪浄化セント s.1 L 19 s 号3j 1 

！宮Jll剤めター i ~.4 8 3 7.8 0.9下… I 
3 



コスト獄減項目

法運用を見直すことによる督意気料金の倒滅

平成26年度： 8,952千約剣滅

施設の稼動条件を変更（常草寺吋必重警告寺）ずることによる電気料金の隊派

平成 26年度： 7,282予内総淡

j政運用を見直すことによる保守点検量をの誇lj滋

平成26年度.8,974予約紛意義

PACの注入条件を変更することによる総長義蓄をの断滅

家主主26年度： 吾容喜子汚濁読ま

語道分子護霊祭弗~O)仕様を変更することによる翻長重要費の削減

平成時度：町内側減 ii 
o~義務委~ii警察iこ基づき、業務を適正に爽』i!EL ，水禁聖書設会安芸寄るとともに、長寿命11::~後
華子iこ入れた浄化センター施設の維持管理iこ努める3

。護軍！:I霊：C5たによる効果的M効率的な運転管纏及び音頭途方法の言葉主義により、維持管淫霊堂

の事事事官！こ番号め、流級闘係市町、下水道利用者の重量慾後主義iこ害警与する。
今後の葉量級方針

。果、淡機関係市町どの遼携による危機管理の強化安芸護るため、下水道BCPの充実

強化を滋め-1S0 

0 下水道事業の後及幾多警の援護主を図るとともに、下水遊続殺の後線運営における技

術課題を解決するため、き露宝豪華寿吉室率薬を実施していく。

5 'l審ま聖書定務Iこ関する自己評鏑

評僚の帯電I§
評i蛮

十125 H26 

1 管ま霊 意襲
ま3 I B 

のきを波状況

2 施設の利
B 

問状況

3 成果自標

及びその実緩
B 

※喜李総の湊Elr 1 J 

の議事綴

※評i漢の機関「2J

f3Jのす手術

B 

B 

※き議3宣告審理霊祭が変わった場合、前年度の評備は斜線香E昔話人し可ごいます。
苧

コメント

業務計濁警に定めた後E恩業務について、季節、天援により君主人水禁窓会t変動す

るなか、水処理工程における数時皇室綴及び工程調整等cB意書きな繁滋を溺切

iこ行っている野
また、法令排水基準｛直後ぎをでi嚢見立するとともに、更に重重しいI§緩放淡水気！こっ

いても概ね達成し、良好な放流水疑が機銀できた合

汚水処理業務については、年々i議泌する流入汚水を良好な水箆に処王製した

後、公共用水減へ放流している。3また、会浄化1zン歩一施設において下水道の

官奇及草害発を図るため、年濁をi釜じて織を受Ji~翁を受け入れるなど施設の活用を
ま豪華霊的にfすった。

主主流水祭！立、大雨による急激な流入＊畿の増加等により、 1 つの水質草~El
｛すω貯の護霊大｛渡会｛！＇！標放流水震を超過する絡線（王手 1産主）どなったが、法令排水

義務緩iまきをて遠足立し、良好な水質を確保している。
1'1と、コスト車産減については、コスト縮減項翻全体をみて、長守滅尽き護i二基づく渓

3製品電線ら才1.1ごいる。

r AJ→業務官十問後順調に実施し、特！こ優れたき建議棄を仰上げている。

「BJ吋昔義務計闘をII隠識に実務している。

「CJ→幾務員十闘を十分には実施できていない。

fDJ ~業務計閣のき終吉撃にi蒔けて、大きな改善幸を婆する。

「AJ→当初のお議護者長途足立し、草寺j二｛優れた実績を上げている。

~BJ → 当初の路事義者を途完走している。

fCJ→当初0)§事護者長十分には漆成できていない。

fDJ→当初0)f3擦を滋民主できず、大きな改善を要する。

4 



総括的な

E李総

I~ーとて良好撒ーとかな状況
下でも安定したす…ビスを提供すること、継銭的iこ管王霊：コストの低減を図ること、会長殺の延命化

を留ること毒事7.N基本方金？として、絞殺の維持管理に害警めた。
平成立8年度は、全浄化センターにおける年間流入主主義議 n.129.985rr1:a:良好な氷室！こ長駐車裂

し、志野警警j懇の水質保会及び母主主義！こ寄与できた。しかしながら、会滋の大関による急激な流入氷

室畿の滋主a~事からJつの11<室電磁自のみ最大儀が図様放流水皇室？を怒汲する結果となったが、い 5
ずれも法令務＊~基準緩の続問内であった。

なお、コスト総裁については、コスト絡草案宅建8全体をみて‘削減際援に墓づく成果が傍られて j

いる I! 

また、効率的かつ効果約な級事譲渡滋後図るため、綴綴の…滋改編と職員の露li:t.J向上！こ資すl
る勤務祭主義務4皮を導入した。 , 

さらに‘公設技術力の向上安綴るため、計画的なブロパー務員｛袋綴毒薬〉の係問を行った。

5 



指定管理者が行う公の施設の管理状況報告（平成 26年度分）

＜県の評価等＞

施設所管部名 県土整備部

1 指定管理者の概要等

施設の名称及び所在 県営都市公園北勢中央公園（四日市市西村町地内）

指定管理者の名称等 株式会社名阪造園 代表取締役田中清平（四日市市野田2丁目5-23)

指定の期間 平成25年4月1日～平成30年3月31日

・公園の維持修繕及び巡視点検に関する業務

・公園の利用者への案内に関する業務

指定管理者が行う管理 ・条例に基づく公園の利用時間の変更、公園内の行為の制限、利用禁止又は制限

業務の内容 ・公園施設のうち野球場、テニスコートの利用の許可

開公園の利用の促進

－その他の業務

2 施設設置者としての県の評価 ※指定管理者が変わった場合、前年度の評価は斜線を記入しています。～ . ＇・． 付 l町

指定管理者 県の評価

評価の項目 の自己評価 コメント

HZS HZ6 HZS HZ6 

1 管理業務
公園利用者の意見を取り入れたり、利用者の安全対策を強化す

の実施状況
B B るなど、植物管理や公園施設の適正な管理が行われている。

利用料金収入は、目標の880万円に対し、 8,890, 320円とな
2 施設の

利用状況
B B り、目標を達成した。また、公園の利用促進として、年間12回のイ

ベントを開催じ、集客に努めた。

3 成果目標
年間公園利用者数は、目標の23万人に対し、 230,145人とな

及びその実績
B B り、成果目標を達成したロ

※「評価の項目Jの県 「＋」（プラス）→指定管理者の自己評価に比べて高〈評価する。

の評価 「ー」（マイナス）→指定管理者の自己評価に比べて低〈評価する。

「」（空白） →指定管理者の自己評価と概ね同じ評価とするO

L指定管理者の評価に対する県の評価）

指定管理者においては、すべての項目についてB評価としている。

「管理業務の実施状況』については、植物管理や施設の管理を適切に行っており、指定管理

者の自己評価と同じ評価とした。

「施設の利用状況』については、利用料金収入が目標に対し101%の達成率となり、目標を

達成したことや、様々なイベントを実施し集客に努めたことから、指定管理者の自己評価と同じ

評価とした。

「成果目標及びその実績』については、年間公園利用者数が成果目標に対し100.1 %の達

総括的な l成率となり、目標を達成したことから、指定管理者の自己評価と同じ評価とした。

評価
f今後の課題又は指定管理者への期待）

成果目標を達成していくため、利用者拡大に向けたさらなる取組を実施していく必要がある。

利用者の安全を確保するため、より一層適切な維持管理を行う必要がある。
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＜指定管理者の評価・報告書（平成 26年度分）＞

1 管理業務の実施状況及び利用状況

( 1）管理業務の実施状況

①北勢中央公園事業の実施に関する業務

指定管理者の名称ー株式会社名阪造園

0公園の利用促進として、年聞を通じ計12回のイベントを実施した。平成25年度に引き続き、 11月に

規模の大きなイベント「秋の公園まつり」を開催し、県外からも多くの利用者が訪れ北勢中央公園の

認知に繋がったロ

0地元住民との交流を深めるために、自然環境保全活動を行っている『保々の自然と親しむ会」と共同

で、植物の観察会や野鳥観察会を実施した。

0利用者に満足していただけるよう、緑地管理の徹底に努めた。特に春先から夏にかけて、芝生広場

の芝刈りの回数を多くし、常にきれいな状態の維持に努めた。

②施設及び設備の維持管理及び修繕に関する業務

O公園内の電気設備、浄化槽設備、消防用設備の設備点検に関しては、専門業者！二委託し定期的に

点検を実施した。また、毎日の巡回時に点検を行うことで異常等の早期発見に努めた。

0野球場施設は、ダッグアウト内ベンチ脚部溶接修理や、整備用品等の消耗品の状態を随時確認しな

がら交換した。

O圏内施設の修繕に関しては、浄化槽縞鋼板蓋取替え工事、球場照明設備不点灯復旧工事、テニス

ポスト及びテニスセン合一金具交換、道路照明修繕を行った。

0圏内トイレ、ベンチ、遊具等の工作物に高圧洗浄機を使用して清掃を実施した。

③県施策への配慮に関する業務

O持続可能な循環型社会の創造に向けた環境保全活動として、緑地管理で排出した枝，葉のチップ化

や堆肥化を実施した。

0男女共同参画社会の実現に向けて、公園スタッフの登用には人柄、適性、能力を重視し、性別関係

なく幅広い人材を採用している。

0次世代育成支援の推進として、環境を大切にする意識を育むことを目的とし、自然観察会などの子

ども向けイベントを多く実施した。

④情報公開・個人情報保護に関する業務

0北勢中央公園の管理に関する情報公開実施要領に基づき適切に対応した。平成26年度の開示請

求はなかったo

O個人情報保護管理マニュアルを作成し、公園職員と研修会を実施した。

⑤歪金盤旦茎蓋
O事件・事故対応について、平成26年10月、圏内に軽自動車が無断侵入し、ベンチ、車止めポール

を破壊された。四日市西警察署に通報し対応した。

(2）施設の利用状況

＜目標＞年間公園利用者数 23万人

1＜実績＞年間公園利用者数 230, 145人

（内訳） 園内利用者数 183, 937入

野球利用者数 19, 907人

テニス場利用者数 26, 301人
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2 利用料金の収入の実績

く目標＞利用料金収入 880万円

く実績＞利用料金収入 8. 890, 320円

（内訳） 野球場 2. 595, 820円

テニス 6, 294, 500円

3 管理業務に関する経費の収支状況

（単位円）

収入の部 支出の部

H25 H26 H25 H26 

指定管理料 54,000,000 55,491,000 事業費 23,977,667 30,495, 154 

利用料金収入 9,307,23-0 8,890,320 管理費 37,662,561 30,942,157 

その他の収入 954 849 その他の支出

合計 (a) 63,308,184 64,382,169 合計 (b) 61,640,228 61,437,311 

収支差額（a)(b) 1,667,956 2,944,858 

※指定管理者が変わった場合、前年度の収支状況には斜線を記入しています。

~料金問
4 成果目標とその実績

成果目標 年間公園利用者数 23万人

成果目標に対す
年間公園利用者数 230, 145人

る実績

今後の取組方針「
平成26年度の公園利用者数は、成果目標数値を上回ることができた。今後も積極的

なPR活動や、魅力的なイベントを行い、さらなる利用者の増加を図る。
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5 'l警護霊祭務！こ療する自己苦手鑑
※抱'.lE~者総誌をが変わった場合、喜吉年疫のを子i協は斜線さを言語入しています。

務総の真義際
評価

コメント
H25 H26 

1 宅普ま塑 習量 日常の圏内巡図や‘トイレ；資争議ぎを子すい、字詰！こきれいな施設を緩供した。終に：E

の実施状況 日 包 作物等の；蕎援は、言寄EE洗浄機後後浴して行った。緑地管理でl立、殺にそきれいな

状慈を保てるよう心後！すき選目撃した。公関前l]f詫者満足度調査でも、多〈の第UI'詰若宮
から縁1岳警王室iこ主守して草寺前さきな主選挙Hをいただき、今後も利用者に議定していた t

だける公言霊づくりをしていきたいα

2 施設の籾 霊予篠塚及びテニスコートの利用者数l立、平成25年度に比べ1,500人数泌し

用状況 B B 7こaa:'t：：、利用料金収入も目襟｛磁をよ関ることができ、利用者(J)施設に主守する波

2主Eま！ま高いと考えられる。

3 成果呂穣 平成26ま手段の年間公園利用者数は230,145人どなり、成果巨擦の2375人

及びその実績 B' 8 iこ対じ100.1始の達成率となり、§様変主憲主主できたc今後もfl］用拡大に向Iす、

さらなる取組を実施していく。

※喜平｛舗の項目「1J 

の鋒倒・

IAJ吋祭器苦渋E認さをII援畿iこ実施し、特！こ優れたき軽意義a-Jニげている。
IBJ→重義務計君渡部寝室議iこ実施している医
ICJ→重量護霊祭義援を十分には実施できていない。

fDJ →き義務委？霊祭(J)~襲総！こ向けて、大きな改善告を饗する。

※3平｛衡の工賢悶「2J

f3Jの瀞｛溺

fAJ→当初の§絞殺主義成し、特に優れた実績を上げているa

fBJ→当初の浅草襲愛護霊成している。

総長霊的な

務総

fCJ→当初の目線a-十分には達成できていなし、。

fDJ→当初の問機をi議員定でをす命、大きな改善寺を委する。

・ム費百の評価に至った根拠盟理由

年間公図利用者数は成果目標を淳一完走することが滋来たが、その裏毘としてはイベントを綴械

的に行ったことや、前年度好評であったイベントを今年後も実施したことで、リピ－＇；！ーの篠僚が E

できたと符えられる。利用料金紋入も密室棄｛直後遠足主ずることがで会たため、施設！こ対するj満疑
度はおいと若宮えられる。

E計二、やj湾総会収入iこ濁しては、子二スコート改修工事に｛半い使用中止の綴潤があったこと

；等により、王子主主25若手援をに比べで416,910円の減収入となった。しかし、野球場及びテニスコ

ートの務滋老人数は1,500人増加している。これは、一級滋たりの利減老人数が港忽したた

めと考えられる。アンケ…ト語審査結果からも、公園施設や緑地がよく繁E堕されているといった前

宛きな意更が多く、ぞの絡線、有料施設利用者の増加！こっさまがったた海えられるむ

今後もイベントを充実させ、利用者総大に向けたさらなる取緩みを祭主義していくe

また、利用者の安全宏被保するため、よりー媛適切な維持管王霊安行い、さらに利用者に満足

していただける公園づくりをしてい合たい。
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指定管理者が行う公の施設の管理状況報告（平成 26年度分）

＜県の評価等＞

施設所管部名 県土整備部

1 指定管理者の概要等

施設の名称及び所在 県営都市公園鈴鹿青少年の森｛鈴鹿市住吉町地内）

指定管理者の名称等
三重県森林組合連合会グループ

代表者三重県森林組合連合会代表理事会長青木民夫（津市桜橋1丁目 104番地）

指定の期間 平成25年4月1日～平成30年3月31日

・公閣の維持修繕及び巡視点検に関する業務

指定管理者が行う管理
・公園の利用者への案内に関する業務

E条例に基づく公園の利用時間の変更、公園内の行為の制限、利用の禁止又は制限
業務の内容

・公園の利用の促進

Eその他の業務

2施設設置者としての県の評価 ※指定管理者が変わった場合、前年度の評価は斜線を記入しています。一一 』 ー

指定管理者 県の評価

評価の項目 の自己評価 コメント

H25 H26 H25 H2fr 

施設、植物管理等、業務計画に沿って適正に行われているoま
1 管理業務

日 日 た、枯れ松処理等の不具合箇所の対応についても、適切に実施され
の実施状況 ている。

利用者増加、サービス向上を目的とし、施設の利用申し込み状況
2 施設の

日 日 をホームページで公開したことや、掲示板を新設したことにより、利用
利用状況 者の利便性が向上した。

年間公園利用者数は、成果目標の26万人に対し、 308,232人
3 成果目標

日 A となり、成果目標を約18%上回る結果となった。
及びその実績

※「評価の項目」の県

の評価

「＋」（プラス）→指定管理者の自己評価！こ比べて高〈評価する。

「 J （マイナス）→指定管理者の自己評価に比べて低〈評価する。

総括的な

評価

「Jt空白） →指定管理者の自己評価と概ね閉じ評価とする。

（指定管理者の評価に対する県の評価）

指定管理者においては、「成果目標及びその実績」についてはA評価とし、他の項目について

はB評価としている。 へ
「管理業務の実施状況』については、植物管理及び施設管理が適切に実施されたことから、指

定管理者の自己評価と同じ評価とした。

「施設の利用状況』については、施設の利用申し込み状況をホームページに公開したり、掲示

板を新設し各種情報の提供を行ったことにより、利用者の利便性が向上したことから、指定管理

者の自己評価と同じ評価とした。

「成果目標及びその実績」については、年間公園利用者数が成果目標に対し118.6%の達成

率となり、目標法大幅に上回る結果となったことから、指定管理者の自己評価と同じ評価とした。

（今後の課題又は指定管理者への期待）

年間公園利用者数の成果目標を今後も達成していくため、利用者拡大に向けたさらなる取組を

実施していく必要がある。

利用者の安全を確保するため、より 層適切な維持管理を行う必要がある。

10 



＜指定穏潔者の評価・毅合議｛平成 26年度分〉

1 幸喜怒喜義務の実施状況及び事1Jm状況

(1）革審理業務の実施状況

γ爪鈴鹿宣金集絞殺簿裳鐙茎盈i三閣支金数奇襲

i首'.lF~号線主主の名称ミ；.~童書謀議集林組合逮合会グループ

受付・2案内業務についてはホームペーコで申し込み機事襲安掲載し、 T警察なませE与を行った。公飼料矧につい

ては、；受3数帯普板等を設言霊ずるなど、適切に指導した。やHf!促進についてはアンケートなどによりニ…ズを把握

し、優先控室の高いものから対応した。要望が多かった樹木名プレートのま愛護霊等を、引き続き察施した。

織内をき媛については、本会グループ総長が3基本的に直営でを奪還を17い、枯松のないそきれいな公震とするこ

む後問機！こ管理を行った。利用者の安全書室事議後霊主主重要課題としてとらえ、絡にキャンプ城主導辺、道イ自主主館辺、

関路周辺の給総変喜家公したa初年度から災2草している樹幹注入については効果が認められるので、引き絞安

121本の松！こま誉総主主入安行った。専門的絞衡を主主する芝生後線害事の作業iま、安全線にき委託し管理を行った。
道｛自自治会や資少年セン聖一等どのパートナーシッブiこ努め、円滑に連携を襲警った。また、花ショウブ・水 j

｛出サ選本を主義えるイベントを喜善幸差し、若草緩和j用者に公慰（］）~毒化作業に携わっていただき、公恩に毅しみ袋持つ i
てもらえるよう努めた。また、和j持3餐1:::;1{ランティアj活動として霊室内の希少織物生息笛所の絵ま針作緩や、側溝

のE喜ち3議長きいを行っていただ奪、住民参加の促送車後闘った。利用使途i二向けた取組としては、総務綴祭会や

樹木養先後会、リースif仏綴＊~当てクイズラリー、シイ告ケ菌打ち体験、マイミ華つくり、木工工作体験等イベント
後開催や、ハ?Iケシメジなどの林産品の叛書室、チヱンソ一等小型林3撃機織の霊童示などを行った。
告を図体との漣擦については、青少年センタ…と連携し、脅少年tシターフェス告を主主義撃した。また、三五公爾の

議建築重量t練でi土、務少年セン合ーとの機事監iii撃の~）II緩を行ったe 予寄少年センターを苧lfflずる学校はウオークラリ
ーを実癒するが、快適iこ利毘していただけるようポスト周辺の慾~lりを率先して行い、護霊祭を深めた。般にも、
鈴鹿市スポーY緩行事である鈴後議貫録大会のフィーJレド々 して会場主童保等の協力をしたa

i②一一一｛委託）

係守点検については、後廷の手続きによりま権準言を選定し、委託！こより渓2在した。－
E望者ま用電気工作物保守管王室、浄化機保守点検及び；奏媛、給水主義設（北エリア〉簿綴警警護急務、浄化槽水3電

線変、遂異点検（定期点検）業務委託、受付率務所設置業務喜委託、芝生管理業務霊警告を、生涯維持管理業務

姿託、極主主工業務受託、トイレj奏機多義務、廃棄物収集z選者韓請義務及び産業廃棄物処竣業務委託、受付添著書

所防犯警告警護義務、器波及びF1駐E事実器等主奪還警犠業務、給総｛文m処理業著書、資少年の森賠償援後事長険加

入、イベント係険毒事選喜入

（修繕〉

灰忠実基娘、管理事務所主義氷トラップ補修、受71<機モー告ーベアリング意書え工事、炊銭湯総子議室取替、トイレ

汚水鯵3壁、水のみ柱取事委‘主主5主遂呉基礎部への山砂織充作業主事惨事筆、木製遊異階段銭安多豪華

③泉腹笈三金援護区線交ゑ裳2童
則東日本大震災の被災者支援について、ホームページに該当事まの公箆施設の事ljj'話料の免除を掲載。

→王子成26年11｝寺詰初、支援開始後初めての科湾があったα

盆絵損松、カシの派総れの｛主~~処線吋チップ将として皇室綴滋F話。
彊思決従豪華~－ゅ鈴鹿市を中心！こ益事護者、性別等の菱総なく皇室慰している。
区祭主義！こ護a~撃した取組→伐i磁作主義iこ使うチヱンソーのオイルiま縫物性とした0

・今後の公療内の植裁のため、どんぐりからilil;f::そを育てた＇ . 

単純設置内の電重量の点綴持関節減菅理や、ごコど－j有ままの裏面再利尽などによりコストの節減iこ取り絡んだ。
脆予審3震の土産E型化iこ努めた怨

繍手当脱者からの主憲民ぎをふまえた鳥インフルヱンザ対策として、クジャクケージの被告撃をfすった0

・護休み木工数2霊祭器葬儀し、青少年の務成iニ努めた。

⑨盤整会康二鎖ふf藷華E保誇に鶴Tる多義務

－鈴鹿撃を少年の森管理iこ関する情毅公綴実施主要量産及び文芸書整理係繁華喜後jこ議事づき対応したc

→平成26年度の顕示室青芸誌なし。

・5ド瀦：欝等｛侵入婿殺がきま話器されている申議室襲撃事吋ロッカー！こ保存し繁華霊を滋葱しているa 一

鱒g覧罪号の受付事務E青のt審芸霊mφ警喜官苦会社iこ望喜王開き雲言王｛受｛守事務所R方1日警妻｛腐業務〉 I 
1 1 



i ・芸事故のぎ義主主及び幸霊会については適切に対応した。

・封建E主3警官爵については、奇襲員の巡留を遜じて対応したα

羽詰主主葬場て？の尊まよ荒らし：:i!IHill業務を滋｛じすると災iこ、j主主主喚定員を行った。

様関Z惑なjl店長総i立業者iこ委託せず修絡を行った。｛トイレa遊呉等）

・i滋的治での魚釣り．再＝の注意iこItじない全議会については、警察署に連絡し対応した。

場綴主主の無断採取、指定された務所以外のテント毒事設霊夏、公屋内での危険な行為；その者~皮指導を行う。
－長寿命化計図策定業務に関するデ…タ入カ守tfまったむ
・年次昔十！現に記載していない外脅B後続i土、毒事後建設事務喜寿i二協議し対応した。

｝主義設の1日j沼状況

！くお緩＞年間公開j潮者数 26万人

く実緩〉 王手蹟公E塁手当Jf再議議主 308,232人

（内訳｝ 巡留による装空襲護人数：258,560人 炊飯場等平IH詩人数； 17,053人

白金毒事業議事会詩人数：415人 その他施設利用人数：32,204人

【施設利用車議件数］

炊飯場→545f1争議長閥的グランド→.282件 中央広場－＞3刻午 芝生広場→14件トリムコース＿，3話3ji牛

圏内利用吋105件ディスクゴルフ→13待キャンプ→641•ヰ

2 事Hf.I料金の.Ill!:入の5需給
占 －一司ヨヨ営努瞳

一一一
3 2警護霊祭塁審iこ語草する緩霊童の収支状況

〈主義位丹）

i反入のmi 3主t告の査事
H25 ト12自 H25 H26 

千指定管現料 42,288号草寺 43.496,000 事業費 8,317舎669 6,297,301 

利用料金収入 告 0 管理量生 36,536,042 37,259,853 

一一その他の収入 213，ヰ告7 78,125 その依の支出 。 む

合計 (a) 42,501,407 43,574,125 会計 (b) 44,853,711 、 43,557,154 

~立支差額 (a〕→（b) ふ2,352,304 16,971 

※指定管耳盟主主が変わった場合、言言王手話芝G)~支3制淡淡！こは斜線を記入しています白

※参考

下み金繰綴

4 成果§壌とその主義暴露

成果闘機 若手翻公題字i沼者数 26万人

長JZ5襲段綴！こ対する
年間公園利用者数308,232人

繁華議

引き続き枯れ松害事をま重工Efこ繁獲し、安全盗、景観蛮でも言語廷で言きる公凶どしていく。

当公園が有する施設（樹木綱草草花を含きょ｝を有効活思することにより、際民サービスの向上に

今後の耳立総方針 努める。

青少年センター害事とよ車主揮を関り、スムーズな遼営管速に努める＃

ァシヶート等からこ’3家兇重要望等を運営［こ反映し、ヰミl民主寄金替につながる建立絡を行っていく。
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尽を雪渓3義務iニ語議する自己評｛岡

※絡JE智正思華雪がii:わった場合、前年疫のを下｛議i主義手緩袋詰喜入してい家すe

言李総の双!'l 評価 コメント I 

け25i H~6 
1 管理業務の ＝利用者援先の維持繁実撃をt:rrい、絡に荷量雲等発生しなかった。

実施状況 ・管理牽認の罰i為滋授のための遂行速度を10km程度とし、悶勝利用者~t:滋い越し
て走行することのないよう、綴燃に溺知した。

悶 B E絵れ絵の主主Z菜、林l1;J；禽様、給綴＊の露盤上白主事を行い、公園利用者の安全E護保守長後'ft

した管還を行った。伐採した機水については、チップ化し資源の有効活潟！こ努めた。

務アンケート譲査でも「トイレがきれいになったjとご意見をいただいており、今後も、 j

Ii fきれいな公爵！まトイレがきれいであるJ；こk奇心がけ、維持管理iこ努めるお

2 施設の手I］沼 ‘線設の利用申込み状況をホームページ｛こ事懇意ましたり、潟示板を薮設し各議機殺の

状況 話 器 主義侠をfrい、利用者の平lj便性を高めた。

3、長主主長箆察及 ·P.lt~製闘機260,000人→＋48を 232人c君主り El 緩芸室長立できた。

びその笑緩 働条閣議！こ安全に利用していただくために、 Fl1[!:ilj;J.ょのさ主体会議を開催し、月閣の

B A 闘機t:戦災iニJ謎知じ、稿用者優先0)管理室襲蛍袋行うよう縫毒事した。その結果として、 i

利用者増加に繋がったと考えられる。 I 

※骨子織の積回「1J 

の線価

fAJ→霊長豪華愛tii惑を；緩ま議iこ実施し、特に優れた突事震をよげている。

fBJ→繁華主計護蓄を綴議！こ実施している。

fCJ _, ~震豪華銃器議後十分には実施できていない。
fDJ→薬事選者十溺のき健総！こ向rtて、大きな改善を要する。

※古事総の綴Elr 2J 
f3Jのき事級 ： 

f AJ→当初の闘機徒主義成し、特lこ優れた実績をよげている勿

fBJ→当初の闘機後i準成している。

総？定的な

喜平｛遜

一

fCJ→当初の闘機安十分にはi撃波できていない。

fDJ →当初の闘襟徒主主成で~す袋、フにぎな改警を委する。

・上霊e~平｛衡に塗った理由
綱受付3義務、維持管稼業務とも平等性をもち、選護軍写‘γ後iこ対応をした。
w枯松林の曜ま滋については、安全・安心・景菱重苦r:~童保ずるよで、初年度からの取組は、所燃の闘華襲安iま
iま達成できつつある。

・危機管纏については、 Fl1 [!:ijO)全体会議等で磯良の認識後務め、訓練安行うなど、危機管理窓織の i

! 向上iこ努めた。
I 平成26'1手震にて豆いてはも災緩iこ議まれ公園利用者数が307,i人変緩えたが‘成集呂穫の王手務恭l]f罪

者数26万人を芸室長支で~t工務長震は、関内をj青j葉、安全、きれいな状翼民iこ努めたま表祭でもるるa
引き続きこの足立泉El綴そを主意見主できるよう、利用者数を増加させてい務たい。

・芸書されている謀議

施設全体も老朽化している中、ま記ざを愛媛愛重要祭重量として捉え、総松宮室主筆、給総子F妨に取り組み、更に

然民サーピス向上をめざし、利用銀蜘濁っていくs ！ 
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指定管理者が行う公の施設の管理状況報告（平成 26年度分）

＜県の評価等＞

施設所管部名 県土整備部

1 指定管理者の概要等

施設の名称及び所在 県営都市公園亀山サンシャインパーク（亀山市布気町地内）

指定管理者の名称等 株式会社東産業 代表取締役木室浩一（四日市市野田1丁目8番38号）

指定の期間 平成25年4月1日～平成30年3月31日

岡公園の維持修繕及び巡視点検に関する業務

指定管理者が行う管理
凶公園の利用者への案内に関する業務

a条例に基づく公園の利用時間の変更、公園内の行為の制限、利用の禁止又は制限
業務の内容

開公園の利用の促進

且その他の業務

2 施設設置者としての県の評価 ※指定管理者が変わった場合、前年度の評価は斜線を記入しています。

指定管理者 県の評価

評価の項目 の自己評価 コメント

H25 H26 H25 H26 

来園者や地域住民の意見、アンケート調査結果を積極的！こ取り
1 管理業務

A A 入れ、適切に維持管理を行っているoまた、ボランティア主協働で
の実施状況 圏内の植栽管理を行うなど、住民参加の促進が図られている。

2 施設の
地域住民やボランティア団体と協力し、積極的に自主事業を実

B B 施したことにより、圏内利用者数やイベント参加者数が増加するな
利用状況

ど、一定の成果が見られた。

3 成果目標
年間公園利用者数は、成果目標80万人に対して、 753,878 

及びその実績
c c 人となり、目標を達成できなかった。

※「評価の項目」の県 「＋J（プラス）→指定管理者の自己評価に比べて高〈評価する。

の評価： 「ー」（マイナス）→指定管理者の自己評価に比べて低〈評価する。

『」（空白） →指定管理者の自己評価と概ね同じ評価とする。

（指定管理者の評価に対する県の評価）

指定管理者においては、『管理業務の実施状況」についてはA評価、『施設の利用状況』につ

いてはB評価、『成果目標及びその実績』についてはC評価としている。

『管理業務の実施状況』については、植物管理及び施設管理が適切に実施されている。ま

た、地域住民やボランティア団体と協力しながら園内の植栽管理を行うなど、適切に維持管理

業務を実施するだけでなく、住民参加の促進を図る取組を実施したことから、指定管理者の自

己評価と閉じ評価とした。

『施設の利用状況』については、圏内利用者数（前年度比118.7%）及びイベント等利用者

数（前年比130.9引が増加するなど、一定の成果がみられたことから、指定管理者の自己評

総括的な l価と閉じ評価とした。

評価 I 『成果目標及びその実績』については、年間公園利用者数が成果目標に対し94.2%の達

成率となり、目標を達成できなかったことから、指定管理者の自己評価と閉じ評価とした。

なお、アンケートを実施し利用者や地域住民の意見皿要望を積極的に取り入れたことや、ボラ

ンティアと協力して公園づくりに取り組んだことについては評価できる。

（今後の課題又は指定管理者への期待）

平成25年度と比べ年間公園利用者数は増加したが、成果目標を達成するため、利用者拡

大に向けたさらなる取組を実施してし、く必要がある。

利用者の安全を確保し、公園利用価値を高めるため、より一層適切な維持管理を行う必要

がある。
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＜指定管理者の評価E報告書（平成 26年度分）＞

1 管理業務の実施状況及び利用状況

( 1）管理業務の実施状況

①亀山サンシャインパーク事業の実施に関する業務

〔1）維持管理業務

指定管理者の名称：株式会社東産業

芝生地の張替3oorrf、芝刈りを6回実施。全体除草を3回実施し、年間を通じて人力除草や落ち葉

清掃に力を入れ、フィットネス広場の調整池の土砂撤去も集中して行った。亀山サンシャインパークボ

ランティア団体「愛護会Jと協働で、花壇緑化や樹林地整備を実施した。

〔2〕運営業務

常に最新の情報をホームページに掲載し、情報発信に努めた。公園リーフレツトを作成し、 2000部

発行した。アンケート調査で『看板が少ない」というご意見をいただいたので、注意看板（自転車乗り入

れ禁止、制限速度、置きZサ禁止、飼い主マナー）や、案内看板（西駐車場インフォメーション、弁財天

看板、水の遊び場案内板、林道出入口、遊具貸出看板）を作成し設置した。33組の団体l二、遠足やイ

ベント等で公園を利用していただいた。

以下の自主事業を開催。地域住民や団体にご協力をいただき、県民サービスの向上に努めた0

・親子キャンプ（7月） ・カブトムシ調査隊（8月） ”野外音楽祭（11月） ・マーケット（11月）

－プレイJfーク（11月～3月） 町トリム競技大会（4月、1月） ヲォトコンテスト（通年）

E亀山サンシャインパークを考える懇談会（3月）

②施設及び設備の維持管理及び修繕に関する業務

0電気設備、給水設備、消防設備の設備点検に関しては、専門業者に委託し点検を実施。

O修繕実施箇所

－遊具‘基礎部凹凸山砂充填、ロープのねじ緩み閉め、側面部板補強、ボルト部保護材養生、リンク遊

具ゴムグリップ5本取替

E トイレ：手洗い場蛇口1か所交換、扉補修X3か所

・ウッドデッキ手摺部研磨・塗装、腐食修繕一部 ，東屋塗装、屋根とたん補修、ベンチ傾き補修

リ tーベキューランド釜戸レンガの補修、砂利敷詰め

・その他井戸給水バルブ取替、水の遊び場給水メーター設置、手洗い場水道栓交換、木製階段の取

替30か所、車止めバリカー交換1か所、北駐車場窪地モルタル補修、照明灯電球交換1か所、照明タ

イマー取替1か所、集水桝モルタル補修、グレーチング蓋補修

③県施策への田慮仁関する業務

0『人権尊重社会の実現」として、車いすの貸出しを実施したほか、案内ポスターを日本語、英語、中国

語、ハングル、ポルトガル語の5か国語対応とした。

0「男女共同参画社会の実現」として、女性や高齢者をスタッフとして採用した。また、地元の方々（愛護

会）Iこボランティアのご協力をいただき、圏内美化を実施した。

0「次世代育成支援の推進」として、イベント「カブトムシ調査隊」、「親子キャンプ』及び『プレイパーク』を

実施し、自然への親しみや実践的教養を育んだ。 !" 

④情報公開‘個人情報保護に関する業務

0亀山サンシャインパ→クの管理に関する『情報公開実施要領」に基づき対応したロ

→平成26年度開示請求はなし。

0個人情報保護責任体制を明確にし、個人情報が明記された資料．等は鍵付きロッカーに保管している。

⑤壬金盤包茎蓋
Oキッズランドの大型木製遊具にて、児童が遊具の中心にある円形梯子に額を打ち怪我をした。施設の

管理職庇は無いが、児童が怪我をした際の公園スタッフの対応が不適切であったため、スヲッフ全体ミー

ティングを行い指導した。

0遊具周辺にセア力ゴケグモが生息しているという通報を受け、すぐに遊具の使用中止措置をとり、消毒

作業を実施した。
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0当社作業用車両と一般車両の接触事故が発生。公園ス空ツフの後方不注意と、一般利用者のスピード

出しすぎが原因であった。ス合ッフに指導し、作業用車両の駐車位置を変更したロまた、一般利用者に対

しては、園路のスピード抑制の注意喚起として、スロープに走行15km制限の看板を設置した。

(2）施設の利用状況

＜目標＞年間公園利用者数80万人

＜実績＞年間公園利用者数753,878人（前年度 742,015人 対比：101.6%) 

（内訳）園肉利用者数： 93, 345人（前年度 78, 651人 対比118.7%) 

オアシス館ー 644『 585人（前年度：649,263人 対比 99. 3%) 

I fーベキューランド 8, 712人（官fj年度・ 8, 571人 対比 101 6%) 

イベント等の利用者可 7, 236人（前年度， 5『 530人 対比・130.8%) 

｛也団体による公園利用 15件 学校等による遠足利用 18件

2 ~向j用料金の収入の実績

3 管理業務に関する経費の収支状況

（単位円）

収入の部 支出の部

H25 H26 H25 H26 

指定管理料 20,544,762 22,188,000 事業費 6,547,595 3,181,149 

利用料金収入 2,310 。 管理費 16,559,81ヰ 19,367,289 

その他の収入 391,293 974,964 その他の支出 。 。
合計 (a) 20,938,365 23,162,964 合計 (b) 23, 107,409 22,548,438 

収支差額 (a) (b) Li2, 169,044 614,526 

※指定管理者が変わった場合、前年度の収支状況には斜線を記入していますロ

※参考

r;;料金減免額

4 成果目標とその実績

成果目標 年間公園利用者数80万人

成果目標に対す
年間公園利用者数753,878人

る実績

5つの取り組みに力を入れ成果目標を達成する。

①ホームページ、facebookの活用

今後の取組方針
②自主イベントによる公園利用者の誘致

③公園利用者イベントの誘致（学校、各種団体）

④水の遊び場、バーベキューランド施設の充実

⑤リピーターに繋げる取り組み（圏内美化、施設設備の修繕、スタッフ対応力強化）
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ち を喜望霊祭事棄に襲毒する自己評価

※指定管理費殺が変わった場合、前年度I])祭儀i主総主議後銃入しています。

評｛綴I])綴El
詳細

コメント
H25 け26

管理議室務 濁内巡沼やトイレ；藷綴を主き義導務Bi、す総い：、 rt.、つ来てもきれいな公閤Jz擬j~もでき~.Qよ
の実施状況 う維持管理を？？った。芝金援 、 議~＊撤去、ウッドデッキや東経のき童数など、

安全な施設管王室！こ取り豪華んだ。ボランティア団体と協働で、花t室緑化や事務事孝治
A A 

察官蓄をき宅金量した。

*t：：、年長男2回実施したアンケー卜部融資でl土、満足度90%を超える結5撃をいた
1さf争、来鐙者！こ満足していただける公綴づ〈りが行えていると実感し一ているa

2 施設の科 閣内事Ufl省、バーベキューランド和Ufa義務、イベント事u話番においては、利用者
沼状況 護支が昨年l受より培加した。イベント「カブトムシま護軍ま隊Jf綾子キャンプjf秋まつ

B B りJfトリム競技大会j「フォトコンテストJfプレイパ…クHをき襲麗し、計4,845入に

ご参加いただいた。また、学校の途E塁手ilfflや浅｛本の公主義務用も、平成25年度

に比べ持母加した。

3 成果自標
年間公陸態;f!Jf著者数i立753,878人で、成築関擦の80./J人！こ対して94.2% 

及びその実績
のi童話¥i:li事であったが、鐙釣'f!J沼者、パ）えキューランド平I］府守雪、イベント利用者

については平成25査手渡より増加している。引き続き、成巣闘機i霊長立に努める。

※8平｛簡のE露関I11

の5判断
fAJ→実業務委ト話題を凝翻！こ実施し、特に優れた実績を上げているo

fBJ→幾務計悲喜劇幾綴iこさ建簸している。

fCJ→当義務量tii騒後十分には実施できていない。

fDJ→業務計殴のき起施！こ肉Itて、大きな改善を要するお

※言李総の渓13r21 

「3Jの塁率係

fAJ→当初の日擦をi畿日立し、特iこ後れた実緩を上げているb

fBJ→当初の閏擦をi嚢成している。

総総約な

fCJ→当初の呂擦を十分にj主義霊長室できていない。

fDJ→当初の尽擦を逮成できず、大雪？な己主餐を婆する0

・上記簿備にき在った根拠

i 成巣闘機80/J人にま守して、年間公重量殺F若者数iま753,878人で94.2%の達成事となり、

目標漆目立はで綾なかったが、題内務局者、バーベキューランド利用者、イベント利用者において

は平成26f手曜をよりま撃加した。

引き続き、年間公5議'f!lf話者数80万人達成に努める。

・残されている言葉幾

重量年劣化による、：；！；：~怒滋主義やウッドデッキの修繕や、ウォ…う量一万一デンの維持審理方法の
検討。

ま事イ跨 i・その他

L土二一

平成26年度lこ2回行ったアンケ…ト翻盗C'I主、 95%1;(上の人からf狭義撃に利用できたJc回
i ~幸俊いただいた。「いつもキレイな公際であるjという箆答を多〈いただき、地滅住民をはじめ、 l
多くの公閤利用者に喜んでいただける総祭となった、また科局者からいた1さいたご窓~は、で
Zきる範閣内で応えた。

その他、イベント（カブトムシ務愛縁、野外資言葉祭、キャンプ、ファーマーズマ…ケット、トリム

大会、プレイパーク、フ才トコンテストなど）そ号機緩約に笑施し、県民サービスの向上！こ努めた

徹、話各綴多様なイベントI])喜喜縫により、公関豹1Jffll制緩を高めることが出来た。
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指定繁潔設が行う公の蟻殺の管理状況報告（平成26年度分）

＜燥の喜平i瀦毒事＞
施設所管室~名： 旦主董盤塑

1 指定餐主要設の概要悪等

滋3量殺主主の名称及び所校 t霊堂怒市公媛大仏山公冨｛多気若手関手羽留I新茶屋数量車内〉
晶 晶柑 mー，

管煙者の名称事事 有限会社太i磁緑鳩代表徴綴役主主Jlff議議（伊勢市下撃手詰T600 13) 

翁.~.の期間 平成25年4月1日～守主義主30年3.F.131悶

・公闘の維持修奇書及び主主役点検に関する業務

町公閣のやj録者への案内！こ闘する業務

指定管望室主警が行う管理 ・条例i二義づく公園の利用時間の変更、公園内の行為の制限、事H話の禁止又は告lj限

君主務の内容 ・公慰安撃ま設のうち野球場、テニスコート及びゲートボール携の殺尽の許可

震公喜重の豹＇］ F詰の促進

指その他の業務

2 11匝絞殺震者としての燃の評価 ※3話3定後五重者が変わった場合、言言年度の評｛創立斜線を言記入しています。
指定智正型有者 奈の言事｛笛

I 評鎚の務関 の自己評価 コメント

H25 H26 H25 H26 

1 管理業務
B B 

施設・5愛織のi運用管理、まま終繁華霊が適切に笑熊谷れ、苧i滋

の実施状況 者の立場！こ立った公園管理主qすわれている。

倉田山公飯野総務のりーユ…アルオーブンや天袋など、:t
2 施設の

日 E玉
！こ外的な望［ltSJにより、野球場及びテ…スコートの利用者数

斜線状況 ！立、平成25年波より4,717人減少した。しかし、春 E秋のイ

ベントでは過去義高の主義務となり、利F話番総大iこ努めている。

3 成巣悶 造事震若手！JI'話者数は、 13綴（／）22万人に立すし208,602人とな

及びその実績
忌 c り、波書宅問機安達成することがでをなかった3

※f喜平額五B議ElJ （］）擦

の号車鐙 ： 

reトJ（ブラス｝→指定望号線苦言の自己評僚！こ総べて潟〈評価する野
r-J(xイナス）→指定管ま護者壁on量己評価に比ベて係〈渓｛泌するo

総格的な

評Ii

r J （~S) →指定管理室設のおC,jj平価と概ね！湾じ霊平織とする。

（指定後緩獲の喜平面高子る可燃の努鐙〉

指定管軽量挙をにおいては、 f主主祭際線及びその突綴jについてはC評価とし、f協の填Eヨについ
ては8評価としている。

f管理業務の望号機状況JIこついては、概ね適切に櫨務管支整及び総設管理などが主義主議されたこ

とから、指定管滋護f(/)13己評価ど同じ評｛海tごした。
f施設の利用状汲jについては、野球滋、テニスコートの利用者数及び利用料金収入のいず

れも平成25年度を下闘っているが、平Bc君主ljf話促進策としてテニス教主義きを開催したり、スブリ 2

ングフェス舎やオーヲムフエス告の充実など、'flJ問者拡大に向けた数絡をを穣極的に実施してをき

たことから、ま首定管理者の白色綾織と隠じ評価とした。

f成果図書襲：＆びその実緩jについては、スプリングフエスヲやオ一生ムフヱス舎の出店者及び米

国者数が湖是正滋大安記録するさ事、和j問者拡大！こ向けた取絡に一定の成5裂が主主えるが、年間

認：：諸説官；r~~~~4. …、時間なーとから、指定管理 j

〈今後（］）~票題又は指定管理型苦言への懇待｝

王手持話公爾利用者数の自主祭段療を達成するため、利子話番拡大に肉げた新たな取絡を実施し

ていくとどもに、イベントの充突など、スプリングフェス告やオー告ムツヱス舎の集客力の維持｛こ l
努めることが必姿である。

また、病UI'話芸まのまEぎ長室安心を縫｛殺するため、より－I護主題切な維持管理委行う必警警がある。
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＜指定管理者の評価R報告書（平成 26年度分）＞

1 管理業務の実施状況及び利用状況

(1)管理業務の実施状況

①大仏山公園事業の実施に関する業務

指定管理者の名称 有限会社太陽緑地

平成25年度に比べ施設の利用料金収入は、テニス場が約16万円の増収となった。要因としては、

平日のテニススクールが周知されてきた事、新たに2面砂入り人工芝のコートに改修された事が考えら

れる。反面、野球場は利用者が倉田山公園野球場に流れるなどして、前年度比で約70万円の減収と

なり、利用料金収入全体では約54万円の減収となったo

春・秋のイベント参加者数が、春約4,000人、秋約4,500人に上り、過去最高となった。

(2:施設及び設備の維持管理及び修繕に関する業務

維持管理及び修繕の内容としては、子供広場フジ棚下テーブルペンチ仮補修、駐車場照明塔修繕、

テニスコ）ト殺虫器修繕、多目的広場トイレ棟照明設備修繕、野球場落雷による分電盤修繕、管理棟

受付ガラス取替、野球場周辺国路灯修繕などを行った。

平成26年度に新たに子供広場に設けた遊具については、利用者が特に多いため、引き続き2ヶ月

！こ一度It，専門業者に点検を依頼し維持管理に努めている。

③県施策への配慮に関する業務

子供広場のトイレは洋式トイレに改装したが、テニスコート前トイレや野球場横トイレについても身体 l

障がい者や子供たちに配慮し、順次要望していくロ

維持管理業務である除草業務や清掃業務について、年齢を問わず、引き続き近隣在住の女性を雇

用した。

＠情報公開・個人情報保護に関する業務

平成20年1月に三重県情報公開室から説明を受けた「指定管理者の情報公開実施要領案』！こ基づ

き、「三重県大仏山公園管理に関する情報公開実施要領』を策定し実施しているロなお、平成26年度の

開示請求はなかった。

大仏山公園のホームページで施設の予約状況を確認できるが、予約者の名称は非開示とし、管理事

務所職員に、個人情報を漏洩しないよう指導している。

⑥その他の業務

明和町側進入路において、組大ゴミM生活ゴミの不法投棄が多発しており、その回収を管理事務所職

員で実施したロ

(2）施設の利用状況

＜目標＞年間公園利用者数 22万人

＜実績＞年間公園利用者数 208,602人

（内訳） 圏内利用者数 187』 630人

野球場 11『 293人

テニスコート 9, 630人

ゲートボール場 49人

1 9 



g ~持HH料金のJI立入の実績

く滋挙襲〉 事If詩草寺金JI立入 500万F守

くさ終案菱〉初期料金収入 4, 528, 620Fl 

｛肉雲氏〉 野総媛 1, 462，呂60Fl 

3, 065, 760 Fl 

ゲ…トボ…ル場 。門

3管理薬務！と闘する緩毅のJI支支状況

｛主襲名主：内｝

~支入の量五 炎上品の毒事

十125 H26 

事業夜十品50

十126

綴定餐王室料
43,500,000 44,434,000 30,660,012 

利子話料金収入
5,073,190 4,528,620 

管王室蓄量
1長247,166 17,370,286 

その他の収入
。 0 

その後の支出
。 。

(b) i (a) 
48,573,1自G 48，語62，告20

合計
48,187,016 48,03日，298

収災後綴（a)（お〉
386,174 932,322 

※指定管理者が変わった場合、前年度の収支状況には斜線変警告人しています。

戯
鱗
一

品
路
…

掛

麟

…

品
撚
…

制
村
一

品
骨
一
叩
間
一

品
歩
一
昌
平
一

※

一

一

4 fi主主長段擦とその事態綴

成果目標 年関公E額約F持者数 22万人

｜淡祭El擦に対す
年間公園fill'日夜数 208, 602人

る実緩

－他団体によるイベント議事を誘致する。

取春、秋のイベントをさらに交5起させていく。

今後の取組方針
‘テニス教室を今後も議室絞していくとともに参加者を増やしていく。

膨引き続き、量童窃かっ滋警護It変な公議書の意護持管王建を行う。
－ゲートボーJf.,主暴i主改修も含めて事i]Jfl1.i~表後検討していく。

・還さ朽化3量殺の改善幸を漂と協議してい（，
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5 1誉総書主要事i二詰還する自己評鏑

※賂;E＇！寄E理事言が変わった場合、前年度の5事告重Ji緩急望号長設喜入しています。

妻子織の議関
評価

い25i H26 
コメント

' 1 管燦草案務 運営管理、緑地管支撃ともにトラブルなく、適切に管理しているα

の実I張状況
日 B 経年劣化等により修害警が必要喜な線設については、安全面を第一lこ若宮E撃して対

応している。

2 施設の利 野球場及びテニスコートのや:jffl苦言数i立、平成25年度より4,717人滋少し

用状況 ？とお：：！＝：な療医としては、倉沼山公関野球場がリ二ューアjレオーブンしたことで、主投
B 主主

淡のき学校等の利用者がそちらへ流出したことが考えられるs

一方、春a秋のイベントでは過去賞受E誌の意義容となり料用者拡大iこ努ぬているα

!3 成果亘書室 年間公園利用者数は208,602人となり、成楽祭擦の22万人！こ対し94.

E 及びその実績
B c 8%の主義成本となり、目標達成できなかった。今後(f)粉浴鉱大を検討していきた

い。

※喜幸｛商の草雪国 f1J

（））~事繍

fAJ吋幾豪華言十立蓄を議員言語に実施L、終iこ後れた祭主義安上げている。

fBJ 吋 3義務計宮室?i'JI襲警警に実主主している2

※糾仰のE露関 f2J

『3Jの露軍側 ． 

fCJ→霊長豪華針演を十分には実施できていない。

fDJ --> .~義務鈴療の災銭！こi蒋Itて、大きな改善を要する。

に0fAJ→当初(1)§擦を王室長立し、特に優れた実績をよげている。

fBJ→当初の波警護祭主義成している。

fCJ→当初の§機後十分には達成できていない。

fDJ→当初の闘機1rl議fiJI.できザ妻、大きな改善を要する。

9l:言語の評｛源にさEった根拠・理由

主李総公図利用者数が成果目擦を遼成できなかったのは、天候に左右されやすい総3撃が…

留と革まえられる。

監fl事暗号については、新装された倉mill公関野主義務の将殿苦言i替のため、減少が著しくなったと l
考える ' 

テ斗コ…トの利用料金収入搬年震をよ習ったの札刊のテニス教室が周知されてをj
たこ」こや、新たに2ji事砂入り人ヱ芝のコートi二改修されたこたによるものと考えられる。

I なおa平成立7年後i立、年綴公爵利用者数22万人、利用料金I立4日O万円を包媒とする。

総括的な i・その他
苦手i爾 ！ トイレ緩i主管王室線も百きめ5事長あるが、そのうち2棟はまだバリアフワー化されていないため、今

後も改修を妥議していくω

春，彩：のイベントiま伊潟市の広報告事！こ鑓議し、また宝寺霊園7や塁悪事話題7の後ヰきにE主主主でポスティ
ングを行ったので、認知店主も陶隣家り主主因されているaさらに瀦足してもらえるよう、内容の充実を

図るとともに、広報活動も拡大していく。

修繕において、軽微なものは外郎愛続安遂げ、管王室穣議員及び富十土で行い、コスト削減につ

なげている。

施設の老朽化が顕妻まになってわる然分があり、利子話者の安全＝安心安硲保するため、より－ 1・

l後適切な維持管理を行う必裂があるa
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＜県の評価等〉

指定管理者が行う公の施設の管理状況報告（平成 26年度分）

ヘ

施設所管部名：県土整備部

1 指定管理者の概要等

施設の名称及び所在 県営都市公園熊野灘臨海公園（北牟婁郡紀北町地内）

指定管理者の名称等
紀伊長島レクリェーション都市開発株式会社代表取締役吉川勝也

（北牟婁郡紀北町紀伊長島区東長島3043番地の4)

指定の期間 平成25年4月1日～平成30年3月31日
、

M公園の維持修繕及び巡視点検に関する業務

指定管理者が行う管理
－公園の利用者への案内に関する業務

ヨ条例に基づく公園の利用時間の変更、’公園内の行為の制限、利用の禁止又は制限
業務の肉容

1・公園の利用の促進

・その他の業務

2施設設置者としての県の評価 ※指定管理者が変わった場合、前年度の評価は斜線を記入しています。

指定管理者 県の評価

評価の項目 の自己評価 コメント

H25 H26 H25 H26 

1 管理業務
植物管理・清掃管理・点検業務・巡回警備等、滞りなく実施して

A B. いる。
の実施状況

道の駅マンボウで「まんぼうまつり』を開催したり、片上池地区に

2 施設の
B. B. 

おいて横輪桜の植樹を実施する等、利用促進に向けた取組が見ら

利用状況 れた一方で、高速道路延伸の影響を受け、片上；也地区における利

用者数は約7万人減少した。

3 成果目標
年間公園利用者数は、成果目標70万人に対し、 724,132人

及びその実績
B. B. となり、自擦を達成した。

※「評価の項目』の県 「＋』（プラス）→ f協宣管理者の自己評価に比べて高く評価する。

の評価 「－J（マイナス）→指定管理者の自己評価に比べて低〈評価する。

「」（空白） →指定管理者の自己評咽と概ね同じ評価とするロ

（指定管理者の評価に対する県の評価）

指定管理者においては、すべての項目についてB評価としている。

「管理業務の実施状況』については、概ね適切に植物管理及び施設管理が実施されている

ことから、指定管理者の自己評価と同じ評価とした。

「施設の利用状況jについては、紀勢自動車道の延伸により平成25年度と比べ片上池地区

の利用者数が大幅T列車少となったが、自主事業の実施等により公園の利用促進に向けた取組

も見られたことから、指定管理者の自己評価と同じ評価とした。

「成果目標及びその実績』については、年間公園利用者数が成果目標に対し103.4%の

総括的な i達成率となり、目標を達成したことから、指定管理者の自己評価と同じ評価とした。
評価

（今後の課題文は指定管理者への期待）

平成26年3月に紀勢自動車道が尾鷲北ICまで全通したことで、片上池地区紀伊長島マンボ

ウの利用者が大幅に減少することとなった。しかしながら、全通により東紀州地域全体への観

光客は大幅に増えるであろうことから、好機と捉え、近隣観光施設及び行政とも連携し、積極

的に当公園の魅力を情報発信していくことを期待する。

また、利用者の安全を確保するため、より適切な維持管理を行う必要がある。

＼ 
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＜指定管理者の評価同報告書（平成 26年度分）＞

指定管理者の名称紀伊長島レクリエーション都市開発株式会社

1 管理業務の実施状況及び利用状況

( 1）管理業務の実施状況

(f熊野灘臨海公園事業の実施に関する業務

7月には、城ノ浜地区において、『城ノ浜ビーチフェスヲJ及び『サンドクラフトコンテスト」を開催した。

参加者1,500人。

9月、 10月及び11月には、孫太郎オートキャンプ場において、『名月コンサート」を開催した。観覧者

170人。

12月には、道の駅紀伊長島マンボウにおいて、『まんぼうまつり」を開催した。来場者2,000人。

＠施設及び設備の維持管理及び修繕に関する業務

植物管理、清掃管理、保守点検及び巡回警備等については、例年どおり直営文は委託により滞りな

く実施した。

その他、大白地区多目的グラウンド周辺の水飲み場蛇口の修繕、豊浦地区玉津園地トイレの壁面ヲ

イルの修繕、ヲイマ一等電気関係の故障による修繕等を実施した。

③県施策への記慮に関する業務

次世代育成への取組については、イベン卜「まんぼうま3り』において、『ちびっこ熊野古道 YESNOク

イズ」を実施し、子供たちに地域学習の機会を創出した。

持続可能な循環型社会の創造に向けた環境保全活動に関する取組としては、城ノ浜地区において

海岸清掃ボランティアキャンプを実施した。

また、地震防災対策として片上池地区道の駅紀伊長島マンボウにおいて、紀伊長島消防署指導の

下、紀北町役場、尾鷲警察署等を交え、避難誘導に係る訓練を実施した。

巡視員全員により、豊浦園地と大白園地における避難経路と避難に要する時間の確認を行った。

⑨情報公開・個人情報保護に関する業務

情報公開実施要領に基づく情報公開申請については、開示請求なし。

⑤その他の業務

巡視員会議を年間6回実施し、公園の維持管理に係る情報共有を行った。

(2）施設の利用状況

＜目標＞年間公園利用者数 70万人

＜実績＞年間公園利用者数 724, 132人

（内訳） 城ノ浜地区 76, 512人

片上池地区 577,005人

豊浦地区 22,463人

大白地区 48『 152人

＜行為許可＞

他国体による公園利用は9件。この中には、紀北町による特産品のPR事業や、尾鷲海上保安部による

海難事故防止啓発活動等があった。
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2 ~司j浴料念のJI支入のき終緩

3 霊安王製薬務iこ関する経費の収支状況

（単位円）

収入の部

26斗3主泌の費予
H25 H26 H25 

’一一一一

指定管理科
59,000,000 自0,686,000

事業重量
35,586,021 39,513,945 

利用料金収入
む 。

管理主主
21,922,423 22歪285守463; 

その他の収入
3,185,549 3,346,899 

その般の支出
。 号

合計 (a) 
62,185,549 64,032,8号事

合計 (b) 
57,508,444 61,7自9,408

~支支釜霊童 ｛サ（b)
4,677,105 2,233,491 

※指定管理者が交わった綴合、草寺年度の級交状況！こは斜線変記入しています。

予言参考

〔一時

~叫ノ

4 目立さ拠隠擦とその実績

成果目標 年間公図柄']J議後業主 70万人

成果呂察に対す
年間公E歯科用者数 724,132人

る実緩

言襲撃予選達塁審海公盤i立、熊野i!i滋やロケ…シ沼ン、芸高H去しい魚、や釣り等とともにP役をま養護主

し、幾重！！'.it；支！こ努め、港島義活性化祭燦；：）；：＇.＇..！：；が使命 t：考える。
域ノi兵士並区においては、後太郎司「…トキャンプ場でのイベント開催や、体験メニューの

今後の取組方針 究楽に取り組んでいく。

片上池地区においては、総務選童話葬送！こ伴う豹i用者減少に拍車がかかることが懸念さ

れるため、片上i在地区織辺の議議カ作りふ f車E語体との広域連携等をプ記事総~ぜるこたを隠
的として設立したマンボウ線通堅議事の害事業を援遂させていく。
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5 'i審理霊祭君主！こ際する自己評媛

殺僚の綴13

※指定後E盟司替がi:わった場合、前年度の言李総iま斜線ぎを言記入しています。

8平｛語
コメント

H25 ！判26

--r- 植物管議、j育擦繁媛、保守点検及び巡回警綴等、全て滞りなく爽絡した。本

日 i年度は特i二、巡議員をz争心にきをさをき普賢議室主務の向上に努めた白A 

It 2 ~和：設の利
｜用状況 i隠

イベントやPF主主E教をや心！こ様々 な13志望葬業を実施したが、高速道路滋俸の

お i霊長室撃を受けて、片上j白地区の利用者数が大きく減少したー一方で、直言漆議録より

線道姿妻子むバイクライダーの利用ヰ創立機加した。

3 成果日察 3ffil(;26年度の年間利用者数は724,132人となり、成渠白書雲70万人！こま守し

おれ03、4%の達成率となり、悶様変途足立で告をた。及びその実嬢 iB 

※言手j置の環§r1 J 

O)~李鍾

[AJ m吟業務百十簡を順調に実自主し、特jこ後れたき凝議室きをよげている。

[BJ吋業務富十爾を繊誤！こ実施している。

[CJ吋芸能務富十爾を十分には実施できていえよい。

「DJ→ 3義務費f閣の実務i二向けて、大きな改善善後遺著する。

※百平織の境問『2J

[3Jの評価
rAJ吋ぎ警告Eの段様変達成し、特iこ優れた実綴を上げている。

rsJ -. 3告書の13様変達成しているa

久、

総括的な

評価

[CJ→ 2主主号0)(3警護老E十分には達成できていない。

[DJ→主主主意の13警察そをi義成できず、大きな改善安要する。

eJ工芸Eの議鐙iこ至った根拠・緩銅

線事挙管還については、概ね適切に横物管灘及び波数管理を実施した。

年際公箆利用者数については、成楽問機i鳩成できたものの、平成25年皮の公綴利潤者l
i数から8万人近く減少した。

なお、平成27年度の成果目標iま70"]j人とするe

・5発~れている課題
平成26年3）司！こ紀番号5言動車道が薦書室iとおまで会滋したこたや、平成27年度に紀勢自動議

道紀伊主義援話路露関iこ姶持テラスが務業したLことにより、平成立7年度iま道の駅紀伊長島マンボ a

ウにおいてさらに事i潟者数が滋少することが見込家れるこどから、よりーl曹の利用促進！こ向け

たPR活動が必擦となる。

i また、施設の若き朽化も童書事告であることから、引き続き適切な維持管壌を行う。

・その俊

平成26若手皮iこ実施した利用者アンケートによると、県内務UJ殺が半数以上後浅めるaこの結果 E

をふまえ、イベント毒事告を緩闘3住専審議を関係機関と穫極的！こ関鋒ずることにより、片よf岳地区へ l
要義的のみならず県外利用者の主義察後図るの

また、城ノ浜地区及び大白地区の線設においても、イベントや体験メスニヱ…害事の充実を通じ

て集客を図る。
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指定管理者が行う公の施設の管理状況報告（平成 26年度分）

＜県の評価等＞

施設所管部名。 県土整備部

1 指定管理者の概要等

施設の名称及び所在 三重県営住宅＜北勢フロック＞［桑名市森忠 10732他）

指定管理者の名称等 鈴鹿亀山不動産事業協同組合代表理事鈴木基幸（鈴鹿市寺家町 1249番地の 1)

指定の期間 平成26年4月1日～平成31年3月31日

開県蛍住宅及び共同施設の管理に関する業務（県営住宅の入居者の決定、使用料の

指定管理者が行う管理 決定等を除く）

業務の内容 －県営住宅及び共同施設の施設開設備等の維持、保守管理、修繕等に関する業務

調その他の業務

2施設設置者としての県の評価 ※指定管理者が変わった場合、前年度の評価は斜線を記入しています。

指定管理者 県の評価

評価の項目 の自己評｛面 コメント

H25 H26 H25 H26 

／ ／ 
入居者の要望岡苦情を把握し、適宜対応している。

1 管理業務 A 入居者から提出される各種届け出等の事務処理を、適切に行つ

の実施状況 ているロ

県との意思疎通を、円滑に行っているo

2 施設の ／ ／ 
入居半は、減少している。

B 
利用状況

／ ／ 
『建物点検回数』と『迅速かつ誠実な対応」という2つの成果目標

3 成果目標 A とも、達成している。
及びその実績

※「評価の項目」の県 「＋』（プラス）→指定管理者の自己評価に比べて高く評価する。

の評価： 「ー」（マイナス）→指定管理者の自己評摘に比べて低く評価する。

「」（空白） →指定管理者の自己評価と概ね同じ評価とする。

（指定管浬者の評価に対する県の評価）

「建物点検回数」は、成果目標を2回／月以上としているところ、月平均4.3回実施してい

る。

『迅速かつ誠実な対応』は、成果目標として、 1時間以内の対応としているところであるが、

日々の業務の中で実践している。なお、入居者アンケートによれば、住宅修繕に要した時間に

ついて、修繕のあった入居者の85.3%が『思っていたとおりの対応時間J以上の評価をして

いる。

巡回パトロールの実施や『御意見はがきJの配布等により、入居者の意見・苦情を把握する

ことに努めている。

総括的な ｜ 住宅の適正な維持とともに、経費削減のために、計画的な修繕を行っている。

評価 I 建物修繕等において、競争入札を実施することにより、経費削減を図っているo

（今後の課題文は指定管理者への期待）

入居者アシケートにおいて、 86.9%が『どちらかと言えば住みやすい』以上の評価をしてお

り、今後とも一層のサービス向上と適切な施設置設備等の管理を期待しているo
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＜指定管理者の評価a報告書（平成 26年度分）＞

指定管理者の名称 鈴鹿急山不動産事業協同組合

1 管理業務の実施状況及び利用状況

( 1）管理業務の実施状況
F’ 

①三重塁嘗住宅管理の実施に関する業務

・各事業の実施結果と成果（県民サービス向上関係）

0全入居者に指定管理者の連絡先を書いたマグネットを配布し緊急時など 目でわかるようにした。

0ホームベーフ！こ「入居者専用ページ」を開設して届出書類をダウンロードできる環境を整備した。結果、入

居者の書式の取得手段が増え、郵送などの通信費のコスト削減ができた。

O後納郵便の「御意見はがきJを全戸配布し、入居者の要望を聴く手段を増やした。これにより、年 1回のア

ンケートだけではなく、都度要望があれば指定管理者に要望・意見を伝えることができるようにし、結果返信

については 23通であったが 1年を通して不定期に要望や意見が返信されることや電話等では言いにくいこ

と、長年入居者が遠慮をして依頼しなかった小修繕の依頼などの意見が集約でき一定の効果を得た。返信

者には再度白紙のはがきを送付し常に各世帯が「御意見はがき」を常備している状態を保った。

0 ポルトガル語のできる常勤従業員を配置し外国人への入居説明、個別訪問、電話対応等において言葉の

壁を取り除くことができた。自治会からの配布物の翻訳等の要請にも協力し、掲示物や配布書面（注意事

項）においても常に日本語版と併用してポルトガル語版を作成し外国人へのルールに対する遵守意識向上

に努めた。

・各事業の実施結果と成果（コスト縮減関係）

0募集修繕且一般修繕・環境修繕においても全て専門技術系職員が発注から支払業務を担当した。一般修

繕においては即対応の工事を除き10万円以上のものについては見積書を提出させ、仕様”工法を修繕業者

と確認してから発注金額を決め修繕を行った。結果、単なる値引きにならず使用材申4の品番を変更したり、

工法を変更するなどして品質を確保した上で修繕費の縮減を図ることができ、緊急修繕にも対応することが

できたロ

0計画修繕及び保守管理業務において、当組合の発注基準にしたがい、見積り合わせ”競争入札による競

争原理を取り入れることにより、工事費の削減を図った。

。工事関連運営委員会を役員と実務職員にて構成し、業者選定や入札執行業務を公正・厳格に行うことが

できた。

②施設及び設備の維持管理及び修繕に関する業務

0実施した維持修繕

【計画修繕】→屋上防水、ガス管更新 f募集修繕a一般修繕】→入居前の修繕・小規模及び緊急修繕

【維持管理】→浄化槽管理、受水槽清掃管理、消防点検、給水メ－5ー更新、建物点検

0品質向上への取組み

技術系職員（一級建築士）3名体制で修繕の発注から検収まで実施し品質向上に努めることができた。

建築技術担当者が全団地を担当し発注、検収業務を行った。各団地で修繕の仕様の差が出ない様に取

り組み、小規模修繕等に対しても必要に応じ職員が現場を確認した。

0計画修繕工事では高見ヒルズ団地、豊田一色団地において老朽化した屋根防水を更新した。足場の計画

に於いては落下防止手すり用とし、過剰設備にならないよう計画をしたロ

③県施策への~震に関する業務

0防災・減災対策の推進

防災訓練、入居者の日常生活の中での防災意識の向上に努めた。

O人権が尊重される社会づくり

人権センター発行の企業内研修教材で職場内研修を実施し人権に対する理解と認識を深めることができ

た 。＼

④情報公開障個人情報保護に関する業務

O三重県営住宅の管理に関する情報公開実施要綱を策定し運用している。（26.4.1より）

O大型鍵付きキャビネットに帳票を保管し、パソコンの鍵固定、退室時の入居者台帳の保管ロッカー施錠に

より盗難による個人情報漏洩防止を図り、保護管理者を設置し個人情報保護対策を講じているロまた、紙資

料を廃棄する際にはシュレッダーにかけることを徹底しているロ

⑤歪金並企業蓋

なし
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(2）主主設の利用状況

O'P之島it26年度県営住宅〈ゑ番号ブロック〉実績入燦主事7総号室｛平成25 品2.3%)

2 "film料金の収入のき建緩

3 管理雲監務iこ自書する経畿の収支状況

コ
｛単位：河〉

i校入のf郊
吋一一←…「…~ri:V長

一一一一一一一一十一…一一一
争議定管理科

ト

II 利用料金収入

その他の収入

合計

級友愛綴（a）ー（b)

料
鱗
…

A
m

一
誠
峨
…

金
一

料
一

考
一
一
周
一

参
一
割
一

i

：
 

i

：
 
4 成果関綴とその実議

支出の苦~

け25 H26 

178,428,000 

27,951,085 

0 

206,379,085 

1,924，宮15

3芸綴定繁務事まが変わった場合、言尊重手渡の収支状況には斜線変記入しています。

5を藍淫業務！こ関する自己評i蕊

H26 

208,304,00口

。
o Iその他の支滋

(a) 208,304，むooI合計

①喜義務者撃の点検確認〔毎月2[81以上｝
五走塁悪El著書 ② i弘i翠かつきま実なまま応（1時間以内〉

<D E型地巡回マニュア／（.，~去作成し、担当団地｛沈襲警ブロック〉を 3 エリアiニ分iす年療カレンダー

を作成し毎月 3＠］（会感地｝以上定期巡閲安楽施し点検を行った（架線月平均 4.3@]) 0 

成果目標に対す
j寺3回のうち1!Elはさき級会の役築も問符し途った自緩から点検疫行い、チェックの強化祭

る実績
濁った。

②緊急な喜多審議iこ隠しては修繕革案者ぶ対応し、修繕以外の入路脅からの緊急な繁創立総員

が 1a寺義語以内iこ対応をした。応対王室により受付日時、手配臼降、受付老後号型機！こし手配

漏れがないようiこしたわ ， 

今後の取級方針
27 5事後も成果白擦に重守してのi護店主度が向上するように番号カする。指定稼潔護義務(J)残ザ 4年

践をJM縫えて継続して防災語II豪華、研修活動等を爽絡し沼常業務の向ょに努める。

評価の綴El
評鏑

H25；村26

※指定管理者が変わった場合、前年度の評価は斜線を記入しています。
一一つ

コメント

1 警若返業務

jのき義主主状況
'A  

善事築計画の内容にま毒づき業務を実施した。入i豊玉長業著書などの1在期幾務について慰

霊童なく実施でを、不渡入居者や家資滞納翁に対しては念"Ell撃を担当者に都度報告？を
し、夜間・5界戦の巡回も実施して約E撃に指導を行い不'iEな狭義禁後君主警することがでを~ j 

7こe

2 施設の利

用状況
B 1北勢ブロックIJ)入居家！ま79.6%1:'あり、言？？年度と罪司法等量管あった。
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。建物の点検議総（鯵月忠岡以上〉
定期巡回による点織を災自主し湾当りで各包土色｛擦りのない点検会主災後出来た。巡回
時には写真を綴彩し災病＊JI,,うf…iこ保存し毅美で尖有化を童書った。総菜、次の巡図

3 五主主義 F-l
に反映することができ不良綴筋書事の後認も主主主主出来たα尽ききたザ 3邸宅をま基準として

A いるため月平均点検ぼ霊堂が4.3＠］とすることができた。
及びその実績 。迅速かつ談実な対応（1雲寺詩語以内｝

緊急な修繕i二島毒しては惨害義袋容が、惨事差以外の入居者からの緊急な護喜怒i主総長室が

1 H寺隊以内！こ対応をした。入Z毒殺！こ対して行ったアンケートの結果では 85%がrIB
i率j又！まF患っていたとおりの対応待問jの鮮側であったα

※評価の填綴 f1 J 

の評価

fAJ 令 業務計霊童をj際協iこ要望織し、特！こ優れた実績を上げている。

fBJ→業務計璽をl順調に実施しているa

fCJ→業務計蛮を十分には5翼線で畿でいない鶴

fひJ- 3軍務計画の実施に向けて、大活普段改善さを芸書するa

※言宰f盃の王室冨 r 2 J 

fむの評価

fAJ→ 当初の函擦を達成し、特iこ後れた3韓議護者をよげているe

rBJ叶き当初の函擦を達成している会

総括的な

喜平備

rcJ －ゆ き語紛の§撲を十分には遂塁走できていない。

fDJ －ゅ 翁紛の§擦を達成できず＼大きな己主遺産を援する6

｜ 毎月2回以上の建物の点検欄｛汚平均抑留｝と迅速かつ献な対応（1附以内｝の成果目標1
r c成果目標t：：対する濠成皮）

は達成できた。今後も内容の？と災後ばかり維持向上！こ努めるαfjj却設兇I立が議jをさを戸iこ商E布し電
話t:Iま違った手法でのますLr;;Jj，没後災後した。

（操祭｛入居者｝の平等級F還の事室係〉
不iE入居者等がいないか自治会‘管理里人からの情報を基に厳格な対応宏子すった。華客室義雲寺における

者支浅選者においても必要書類の線路期限努厳守させ、不備者iこ対してはスムーズに争議欠き議選者iこ
護警交が移れるように行った。提出著書類のチェックリストを作成し審査業務の王室速化妥協るとともに、米

主筆t詰饗義務f明E霊！こ区分できるようにし不備機綴毒事の期緑内提出をはかることができたc

ホームページ上で「入居者専用ページj後作成することによって書式のダウンロードがで寄るように
し入総翁のやljf語手段を増やすことができすね

｛綴震設の緩iEな維持管理の実施）
lifl検事事！こ綴りのない施設の維持管理を行った。き十言語鯵喜善においては2年先、3年先；；／：；で海F君、し段

階的Iこ燦根防水の更新、ガス警の更新などを言tii護どお守行った。
（県民（入品費翁）ニニ…ズの担援｛アンケート言運送事霊祭｝及びその後の家業等への反映）

「4主民アンケートjの毒事3震では、「密議！こ佼みやすいJという悶害事が87%得られた。
国士患の踏襲t意書襲f警など指定餐護者として突事をしてきたことが住みやすさで評価されたと恩われる。
なお、問機iこアンケートで修善妻対応においてもf迅議長な対応jf，曜まっていたとおりの対応jという図答

fl'85%であったa

｛県民｛入E霊祭〉サ…t:スの向上の波渠）
入E雲寺警の華喜怒iこますしC:惨害義業者と漣絡を密にとり迅速な対応変行った。守幸iこ｛本呂、夜長喜！こ雪毒して

も緊急電話サービスを納IH持するとともに修繕業者には随時、絡をき・幾終・キ襲撃誌をするよう指導し必重要 t

iこ応じ総桑が対応をfすった。外関人入E若者に対してもボルトガ｝［，~警が殺せる機銭が薮潤するなど適
言誌を介する必要がなく、i逸話患な対応ができた。
〈コスト白目減への取緩み）
大小額わず業者任せにせず技術総長室のもと内容を怒窪したうえで発注から事長以E誌で総工監理を

行い事業費の削減に努めた。内釈明級事撃に材料の定｛還を言E議することや、総メ…カ…との比較をさ

！せることによってコスト書lj滅を行った。絞溺｛惨事著書事on言喜重工事については社内の：広務署息遣奪還営委員 i
ι会で、染者選定や入札執行iこかする富義務をま是正‘滋絡に行い競争入札を実施し量権務綴削減をき襲被i
した。

（危機管理体制の確保）
務務所的！こ緊急速絡表をき塞示し、襲号語主将のよ憲章語体総の明確化を図ったa

（き義務数行体綴の墾鎗〉
幾重算分綴喜霊を伶fitし業務ごとに資任者のiEliilJ後決め悶常の業務に取り組んだ。事霊長義cf.§E語表義務

！こませ1".Q雪量綴；簿上、事室長相互の連携にもつなげることができた。書書案件に対して総長ぎを皇室で努擦が
；で脅さ設祭場設によるlifl域対応の僑？をなくすことがで宮1と。
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指定管理者が行う公の施設の管理状況報告（平成 26年度分）

＜県の評価等＞

一回，一円山又一

血P一管

主ロト

時四一ー

1 指定管理者の概要等

整
土γ

県一

施設の名称及び所在
二重県営住宅及びニ重県特定公共賃貸住宅＜中勢伊賀ブロック＞

（津市河芸町千里ヶE69番地他）

指定管理者の名称等
伊賀南部不動産事業協同組合 代表理事富永巌 （名張市鴻之台 2番町 19

番地）

指定の期間 平成26年4月1日～平成31年3月31日

岡県営住宅及び県特定公共賃貸住宅並びに共同施設の管理に関する業務（県営住

指定管理者が行う管理 宅等の入居者の決定、使用料の決定等を除く）

業務の内容 圃県営住宅等及び共同施設の施設・設備等の維持、保守管理、修繕等に関する業務

aその他の業務

Z施設設置者としての県の評価 ※指定管理者が変わった場合、前年度の評価は斜線を記入しています。

指定管理者 県の評価

評価の項目 の自己評価 コメント

H25 H26 H25 H26 

入居者の要望・苦情を把握し、適宜対応している。

1 管理業務
A A 

入居者から提出される各種届け出等の事務処理を、適切に行つ

の実施状況 ているロ

県との意思疎通を、円滑に行っている。

2 施設の
入居率は、減少している。

利用状況
B B 

『建物点検回数Jと『迅速かっ誠実な対応』という2つの成果目標
3 成果目標

A A とも、達成している。
及びその実績

※『評価の項目」の県

の評価：

「＋」（プラス）→指定管理者の自己評価に比べて高く評価する。

「 」（マイナス）→指定管理者の自己評価に比べて低く評価する。

「J（空白） →指定管理者の自己評価と概ね同日明面とする。

（指定管理者の評価に対する県の評価）

『建物点検回数』は、成果目標をZ回／月以上としているところ、月平均B回実施している。

「迅速かつ誠実な対応』！土、成果目標としてJ 時間以内の対応としているところであるが、

日々の業務の中で実践している。なお、入居者アンケートによれば、住宅修繕lこ要した時聞に

ついて、修繕のあった入居者の83.4%が「思っていたとおりの対応時間』以上の評価をして

いる。
巡回パトロールの実施やご意見箱の設置等により、入居者の意見・苦情を把握することに努

めてυる。

総括的な ｜ 住宅の適正な維持とともに、経費削減のために、計画的な修繕を行っている。

評価 I 建物修繕等において、競争入札を実施することにより、経費削減を図っている。

（今後の課題又は指定管理者への期待）

入居者アンケートにおいて、 87.9%が「どちらかと言えば住みやすい」以上の評価をしてお

り、今後とも一層のサービス向上と適切な施設・設備等の管理を期待している。
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く指定管理者の努級”報告幾｛王子或26年度分）＞

1 管理業務の実施状況及び!1l沼状況

(1 ）管理業務の実主主状況

お定安1唆苦言の名称：伊jU荷淘l不動産喜葬祭協同組合

IQ)~塁出控謹臨盤開壊の蛾！こ防組 ！ 
4島各事業の爽総結果と五主祭｛際民サービス（／）向上演係） I 
0 入援草委主塁者に対して後緩約な僚級制除を行い、事客室長や審査については公平・公殺な方針！地っ℃

！ 厳正なる管理下において遂行したe

。議事室長からi長公設での事務手続舎の退宣主化委総統できた潟、入選者の満足度｛アンケ…トの結果）~＇
話詰い水準！こ保つことがでを？とa

。入館主脅からの委主義嗣3苦情などは芸員営住宅等の主主滋警護演の維持や繁華童運営または入居者潟匁皮に

おけるもっとも大謬な横線と捉え‘主義主主・誠実！こ滅切な対応寝室喜滋を行った。ご議室~籍の殺震をにより提
・準要望を聞き出し、安全・安心・快適な住環主義の維持のJ語、主護士患巡毘パトローJvや夜僚には青色間

車~;:y装羨主事事費！こてパトローJv~行ったuf音f約百淡毅告の件数｛ま 356件、隊問外緊言急対応霊言語の件

数は 192f牛マ、それぞれ繍年度比で 115件増、33i•牛機であった。

0 入緩苦言からの電話意義幸さや来訪肉若手袋記録するために、「応対表j後各担当芸まの貌上！こ常綴し、僚を

洩らしゃ手記漏れのない業務の遂行ができた命級会内で共働の護霊式を使用することにより妻都主処理

の効帯主化をばかり、迅速な対応をとることがでをきた。絡会肉での情報共有が必姿な案件iこ践しては、
!El覧用の~p護量殺を佼用して会長が内容について把握した。 i 

O 外E喜入後手警の入居率iま役会情勢による本蚤への機関者が増加にある為、前年比でわずかに減少！

傾向ではあるが、現校入居総戸数の約9%となっている。外間人入居者会t高野係した入居者綴のトラ

フルも発生しており、その都度注意撃文書を外関総！こ翻訳して限付し、通訳事をたま担当者で潔1告に詮き

没重量・指導を行ったe

。不正入緩護31ニ対する対応について、月平均8留のきめ級かな巡図パトロール（夜間パトローんも食

む）の結然、不審者矯線や不正入浴ヲ警の出入りを発箆ずることがで皆、警察・2三媛県等に通事装し、i息g

去繍適正化鱗！こ協力した。 I 
i 0 店経営住宅入綴おや、団地！と出入りする人物！こ関して、警察からの袋査協カ依頼に応じた。

！＠体業の削機械製〈コスト綿織和

。少額又は特殊業務（:i::レベ一歩一保守点検等｝以外の計画修繕等において、競争入札を実施するこ

とにより経費の削減努図った怨

。護愛用の嵩む事喜多義修繕においては認ヱ前！こ修繕業者と嫌気撃童図を確認し尽き嚢警を提出後金額をきたl
tbニζ事！こ務次しt：：，一被修繕！とおいては塁手対応の工率後燃を 10万以上のものについては見積養老r・
提出させ、投機・主法を｛惨事警草案者と篠認してから多量主主雪量署員整決め修豪華そを行った。積算主襲｛濠の見直しゃ

建設物i資本を事JJ'隠し資材や建材または｛箇絡の手写書葬祭をした。戦E塁走f巡短詩！こ韓ii~にできる：E毒事！ま• ~：ri~fiい経費の納行ったパ僻胤ない麟ゴミiこつ州立自ら図札業者に処分慨をし i
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②施設及び設備の維持管理及び修繕に関する業務

0維持管理a修繕業務

E計画修繕

服部団地 P1棟～P3棟防水工事

冒一般修繕

各団地雨漏れ修繕その他小修繕（各団地）

側浄化槽管理聞保守点検

・受水槽及び高架水槽清掃管理業務

．エレベーター保守点検

サンシャイン千里、力一サ上野、パールハイツ西丸之内

嗣消防設備点検

カーサ上野、サンシャイン千里、白塚、一身田、ミレニ北口、 Jfールハイツ西丸之内

・簡易水道法定検査 20系統

0計画修繕工事については、当組合の安全管理対策を策定し、入居者に対しては事前に行程表を掲

示板に貼るなど通知し、安全管理！こ努め工事を実施した。

0修繕業者（賛助会員）を「業務採点マニュアJレJによりきめ細かく指導し、作業内容の均一化・高度化

を図った。

③県施策への配慮に関する業務

0人権センター発行の冊子（三重県人権施策基本方針、環 to和、他数冊）を教材にした職場内研修

を全員が受講するなどして、人権意識（障がい者園高齢者聞外国人のλ権）、男女共同参画の意識を高

めた。

0次世代育成支援の推進として、団地内の夜間パトロールを実施し、青少年の健全育成や非行防止に

努めた。

0環境保護活動の一環として、看板の設置等によるゴミ分別の周知徹底や、放置ゴミの撤去の際に廃

棄物の適正排出を行い、住戸の補修・改修工事によって生じる廃棄物に関しても最小限の廃棄量にな

るよう努めた。

ほ河育報公開町個人情報保護に関する業務

OH21A1 に三重県営住宅及び三重県特定公共賃貸住宅の管理に関する情報公開実施要領を策定

し、適切に運用している。

0入居者の個人情報記載資料保管書庫の施錠、パソコンの盗難防止対策（鍵での固定）並びに文書

等データ類の管理処分体制を徹底しており外部への情報漏洩の防止に努め、紙資料を廃棄する際に

はシュレッダー処理の徹底・統括保護管理者を設置し安全管理に努めている。

0人的安全管理を行う為、役員・職員に対する教育研修を実施。

⑤その他の業務

なし

(2）施設の利用状況

0平成 26年度県営住宅く中勢伊賀ブロック〉実績入居率 79.5%（平成 25年度 81.2%)
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2 

3 後聖霊祭務に関する経費の収支状況
（単位河）

収入の部 炎上白のお2
H25 H26 H25 日26

ト知的仰向時一 ？ 一
議定管理事専 227,754,0αa 256,568,000 事業費 194,83告，000

李I］）＇話料金収入 ~〆 /'" 管理主主 29,124,657 27,733,441 

その他の収入 む 0 その他の:.<tlil 0 § 

合計 (a) 227,75ヰ，000 256,568，号00 合計 (b) 223,963,657 250,454,754 

収支差額（a）寸（b) 3,7卦0,343' 6, 113,246 一円
※指定管理者が変わった全議会‘llil造事選芝のlil{支状況には斜線を記入していを主す。

r;u鱗鵠鱒

4算定5装EH撃とそのき定緩

民主泉闘争撃
①建物害事の五議事室長室主義｛害事Fl2滋以よ）

②迅速かつ緩爽えよ対応（H寺間以内）

①指定全国総（21 ~護士患入善事j丹、 2図以上（月平均S悶）のJ点検後災施し、不良衛所の阜
期発見、早期対応や入長護者からの苦情処理や華客援をそ解決＜：~t:ェ。

成果呂擦に対す ②緊急修緩やEH結集活に支線のある修繕については、 1時間以内！こ｛修綾業者が対応し

る実績 特に緊急愛媛＜！る異議会iま担当者が王墨絵｛二廷をますE容をした翁襲~~急修繕、安否確認、台風 l
災害，津波地譲還後級、火災来遂事故、入居者務トラブル！こ”と 11件の緊急出動実績。台

E昆や地淡町津波についてのチラシを配布し災参！こ対する撃事発ffi激変行ったe

' 
平成 27年躍をも指定管理契約に基づいた目覚書き闘終:a:i議長室し、入居者iこ言量定していただけ
るようおき暴露き努力する。また、入居者間でのトラブjしとなり苦情が多いペット罪喜怒iこますし
ても一件ずつ議案iこ解決していく姿勢で耳目り総む＇＇さらに、独居老人の磁を主死 iニ対し、喜善
｛系軽装詩選c主義絡を密｛こし、巡回パトロ…ル時iこ陵緩訪問するなど日常約な安否漆滋O)~建
3誌に努める。少子嘉室主化社会という線終も含め、社会的弱者にある入居苦言語t滋加する

i今後の取締方針 中、指定管理業務iこ含まれない身の上繍言葉やさと活弱者への対応、不正入援護Eの綴然、
災言蓄や事故による緊急善寺のませr.&について｛本首殺を繋え、安心・安全な｛主燦域総絡に緩め

る。消防署職員の指導による淡火語II議室などを俊民が経験し、防災意識が瀦〈なりつつあ

るので、東南海地震に鍛え芸家災の綴毒装雲寺止策やi色震詩の避難経路や地震整時の心得iこl

コ吋 此 て 悶 縮 会を実施し災害涛に往拙ら駒山う指導にl
取り組む。

-・ -・・ 一一
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5 管理業務に関する自己評価

評価の項目
評価

H25 

管理業務

の実施状況
A 

2 施設の利

用状況
B 

3 成果目標

及びその実績
A 

※評価の項目『1J 

の詞lj面：

※評価の項目「2J

「3Jの評価

H26 

A 

B 

A 

※指定管理者が変わった場合、前年度の評価は斜線を記入しています。

コメント

事業計画に基づき、ご意見箱の設置や青色回転灯装着車駒による団地点検巡

回パトロール（夜間パトロール含む）などを継続して行った結果、入居者サービス

向上につながり、また、入居者の要望・苦情処理に係る対応及び環境整備によ

り団地内が明るくなり、環境改善がなされ、安全・安心・快適な住環境を維持す

ることができた。

平成 26年度県営住宅実績入居半 79.5%

平成25年度は日1.2%であり、入居率は減少した。外国人の就職難による帰国な

ど社会情勢も背景にある。また、空室募集が3階以上の部屋が多い為、高齢者

が入居辞退するケースも多々見られた。

0建物の点検確認（毎月2回以上）

当年度の実績が月平均B固となった結果、不良箇所の早期発見・早期対応が可

能となった。また巡回回数が多い為管理人や住入とのコミュニケーションが図

れ、その結果不正入居者情報を得ることにより不正入居者の摘発につながっ

た。夜間パトロールの実施により違法駐車車輔の排除も含め入居者の安全E安

心な住環境を確立することができた。

0迅速かっ誠実な対応（1時間以内）

緊急修繕や日常生活に支障のある修繕については、 1時間以内に修繕業者が

対応し、夜間休日 a時間外においても 24時間緊急受付電話にて対応した。入居

者に対して実施したアンケートの結果においても、82.3%の入居者から団地の管

理全般について満足の評価を得た。

「AJ→業務計画を順調に実施し、特に優れた実績を上げている。

「BJ→業務計画を順調に実施している。

「CJ→業務計画を十分には実施できていない。

『DJ→業務計画の実施に向けて、大きな改善を要する。

fAJ→当初の目標を達成し、特に優れた実績を上げている。

「BJ→当初の目標を達成している。

「CJ→当初の目標を十分には達成できていない。

『DJ→当初の目標を達成できず、大きな改善を要する。
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（成果Et票！こ立言するi護成度）
r建物の点検波滋｛祭汚2回以よ）と迅速かっ誠実な対応（1時間以内）の足立楽総襲撃は達成でき

たむこれらの成果目標については、今後もその内務の豪華持向上！こ努める。でまE義や8然災害！こ

ま守する緊急時の対策も務係機関と遼携じ対応でき・る手本i泌が整えられたQ

｛言襲撃葉桜翌年度！こ取り紛むべき成果醤穣〉

剛アンケートの主主答から、ペットに慢する務僚が各問地より多く事寄せられている為、今後も県営

｛主宅からのペット惨事案lこ殺り組＜！：.＇＇

極入居者の溺齢化iこ伴い独居老人の入館者数も耳室主認しており、各関係機関（襲警察・淡i磁調各市
社会議社協議議会・各市援護渓〉との漣擦による情報交換や、主主接訪問による隠浴室雪之E安否後
認の渓2撃を行う6 ' 

・J惨語審議患者対象の安全研修会も継続し実施する給磯良・役員を対象とした量産務向上の潟の研修
会後楽総しスキルυPlこ警警める。南海トラフ毒事3主義務地震に備えて、おお1車でのま言災誠意議後詰十
療し、啓発活動や入先霊祭の妨災意識の向ょに努める。

〔後設の望書正な維持管理の実施〉
4主設をままきを溺・縫済筒 E利便性毒事後手ぎE撃しながら維持管滋を行った。＊問織の主義物の老朽化

も進IVでおり、きめ細かな管王患とそ智Eまの姦い点検巡視唱を行いながら今後も主主衛力の向上安図

i り、各施設の澄切な維持管理~~施するように努める。

〔読史民｛入居者）ニーズの綴警護〈アンケート溺愛悲音楽〕及びその後の議幾毒事への反絞｝

増入5毒者アンケート絞祭＜：＇f立、 rsit主！こ住みやすいjが 87.9%©1fil僚が得られた。議機懇綴(I)~室 E
殺や、夜湾も含むパトローJ（，の強化iこより安全・安心‘住みやすさが評価されたように惣われ

ま主銭約な ｜る。今後は妨災対策、障がい者対策、凝議案者対策の改善が入縁者！こ窪まれていることから、さ

芸事綴 1；に西地図j食会滋動機能の支援やさらなる3葉境美化の肉よ！こ努めてL、く。

〈県民（入殿苦言｝サービスの潟ょの成果）

・繁ゑ惨事警や日常生活！こ支襲撃のある修繕に対しては、より送速できめ捌かな対応を行い、 131]t儀

パトロールについては夜熊パトQーんを含め周平均8＠の実務となった。入E若者が菌室事化する
仁和、f警守色パトロールカ…で夜間密ってもらう／：！.焚1心するjとの予言も多〈議事せられた。また、火災予

防のチラシを恕布し華客多量活動を行い安全喜霊祭に努めた。南海トラフ寄与3途勤地震に｛備え1二地主

緩時の心得や遣霊祭豪華強についても欝E護人を滋じて協議した。E当然災警！こま守する襲撃然活動とし都
て地震や津波についてもチラシを配布した。今後も更なる際民（入居者）-lf-t::スのi向上に努 liめとい。
〈コスト総滋の取組み）

・少喜義又iま特殊業務（エレペ…ヲ…点検等〉以外について一般競争入札後笑施し、適正な競争

及び施ヱ室主主霊のもど経畿の縮減｛こ努めた。綴3事長韓鱗の見直しゃi警告受章金銭本を使用し、資材や
襲撃材または設備等(I)綴守番号を3調査のうえ指導訂認し、経費の縮減lこ努めた。

｛危機管理体制の被害車〉
・9主営住宅災3害時自国資支援体毒自iマニニ斗アルと被害調査寺霊祭マニュアルを作成し、災響詩！こ活 U

F話予定である。家た、県住宅課との余震霊において作成した災警略行動猿認表疫機員iこ周知書室 E

底させた。i師 同 様 絡 表 部し繁一問jの明確ゆた i 
災害寄Hや緊急事案等が発生した際の連携を留るため、ヰ月初旬に襲警察づ隊隊？：§主要望した。 目

（~襲務執行体制のま華僑） ！ 
・主主総系業務と募3や人活者管理毒事0)毒事務系業務に専門性とま詩滋・経験のある機嫌後還さ穫し、 j
貨の高い幸喜怒？を行った。今後もこの体総の緩持向上に努めたい。 ； 
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指定管滋翁が行う公の施設の管現状況報告｛平成 26王手渡分｝

く要義の評価等＞

施設霞隻艶：紅醐鼓
1 指定後ま襲警をの概要害事

主義設の名称：＆び所在
ヱエ議際営住宅：＆rJニ重県特定公共震主主袋持活く衡勢ブロック〉

（松阪市笈Fllllf 1497番地｛也〉

｜箔間臓の名称守
三議銀総勢地区管ま理事業共局体 代表富永喜重 （名張市灘ふと台 2番町 19番

t色〉

指定の翼発防 平成26年4只1S～平成31年3月3Hミ

綴2主管理者会~~すう脅E呈

”県営住宅及び際特定公共撃を笈住宅並びに共同主義談話予管理に関する3義務｛県営住；
お擦の入忌守警の決定、使用車専の決定等を除く］

業務の内容 ’震l~設を主主主等及び主主長寿施設のhlii~賞”設備等の絵手寺、保守管王壁、修終等｛こ関するま業務
舞その他の業務

2筋設霊空襲愛者としての燃の評髄 ※指定管毒患苦言語f変わった機合苛前年度O)!i平｛筒は斜線変記入しています。
指定管毒患者 察の言平｛節

の自己評綴 コメント

付25 H26 H25 H2告

入燈賓の重警護‘t苦情を把握し、滋賀対応しているの
1 管王製芸義務

A A 
入定警苦言から提出記される各種溺Itl:ll等の事務長さ護霊安、適切に行つ

の実施状況 ている句

県との3霊m疎通を、円滑に行っている。

入居率！ま、主義少している。
2 施設の

:fl］丹H丈i兄
B 自

,. 

f主義物点検回数jとfill速かっ談爽な対応jという2つの主主薬問機 i
3 成果闘機

とも、i業成している。
及びその実緩

A A 

' 

※f雲寺俸の攻問Jの祭

の絞綴

？十』（プラス｝吋指定繁王患者の§C.~専綴iこ比べて潔〈喜李総する。

「…J（マイナス）吋指定管王草寺撃の自己評価！こ比べて主主く鮮側する。

総務的な

開庖

r J （~a) ：－＇＂＇綴主主管還者の自己評価と綴ね雨じ評価とするむ

（指定後E護者の喜平綴に対する県の務綴〉

『建物点検[!j]数JI土、成祭百擦を2阪／月以ょとしているところ、月平均3.6闘実施してい；

る。 i
f浪速かつ総災な対応JI立、成果巨擦として、 1時間以内の対Itとしているところであるが、 l

a々の業務のZ告でき緩践している。なお、入医者アンケートによれば、住宅事基緩！こ委した時間に

ついて、修繕のあった入居者の昌宏虐 7%がr~まっていたとおりの対応待関j以上の評｛偏愛して
いる。

巡おパトロー11'の寒波やご意見箱のま愛護等！こより、入居者の滋!Jil..苦苦情を抱緩することに努

めている。

住宅の遜工Eえよ維持とともに、経費綴滋のために、言ti!語的な｛修繕を行っている。
量義務修繕等において、競争入札を実施することにより‘絞護費削滋を菱重っている。

｛今後の課題又は指定後E聖者への英語後〉
入縁者アンケートにおいて、84.7%が「どちらかと言えば住みやサいj以上の評価をして

おり、今後ども一層のサービス向上と適切な簸設z言宣告請書撃の管理を綴絡している。
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＜指定管理者の評価ョ報告書（平成 26年度分）＞

指定管理者の名称三重県南勢地区管理事業共同体

1 管理業務の実施状況及び利用状況

( 1）管理業務の実施状況

σ〕三重県営住宅及び三重県特定公共賃貸住宅管理の実施に関する業務

＠各事業の実施結果と成果（県民サービスの向上関係）

0入居希望者に対して積極的な情報提供を行い、募集や審査については公平・公正な方針に沿って厳

正なる管理下において遂行した。

0募集から退去までの事務手続きの迅速化を継続できた為、入居者の満足度（アンケートの結果）を高

L、水準に保つことができた。

0入居者からの要望a苦情などは県営住宅等の生活環境の維持や管理運営または入居者満足度にお

けるもっとも大事な情報と捉え、迅速見誠実に適切な対応・処理を行った。ご意見箱の設置により提案E

要望を聞き出し、安全圃安心z快適な住環境の維持の為、敷地内の植樹の伐採を行い台風の強風対策

にも備えた。また団地巡回パトロールには青色回転灯装着車鏑にてパトロールを行った。

0入居者からの電話連絡や来訪内容を記録するために、『応対表』を各担当者の机上に常備し、聞き

洩らしや手配漏れのない業務の遂行ができた。組織内で共通の書式を使用することにより事務処理の

効率化をはかり、迅速な対応をとることができたロ組織内での情報共有が必要な案件に関しては、回覧

用の印鑑枠を使用して全員が内容について把握した。

O外国人世帯の入居率は社会情勢による本国への帰国者が増加にある為、前年比でわずかに減少

傾向ではあるが、現在入居総戸数の約3%となっているo外国人入居者が関係した入居者間のトラブ

ルも発生しており、その都度注意文書を外国語に翻訳して配付し、通訳者と担当者で現地に赴きj主意・

指導を行ったo

0不正入居者に対する対応について、月平均 3.5回のきめ細かな巡回パトロールの結果、不審者情報

や不正入居者の出入りを発見することができ、警察E三重県等に通報し成果をあげた。

0警察からの捜査協力依頼に応じた。

0平成 24年度から各消防署と連携し取り組んだ水消火器使用による消火訓練や 119番通報の通報

伊j，非常持ち出し袋の内容確認や地震・津波の知識について消防署職員指導のもと行ったo団地住民

の防災意識啓発に取り組んだ。

・各事業の実施結果と成果（コスト縮減関係）

0少額又は特殊業務（エレベ－~一保守点検等）以外の計画修繕等において、競争入札を実施するこ
とにより経費の削減を図った。

0費用の嵩む募集修繕においては施工前に修繕業者と施工範囲を確認し見積書を提出後金額を決め

工事に着工した。一般修繕においては即対応の工事を除き 10万以上のものについては見積書を提出

させ、仕様開工法を修繕業者と確認してから発注金額を決め修繕を行ったo積算単価の見直しゃ建設

物価本を利用し資材や建材または価格の再調査をした。職員が巡回時に簡易にできる工事は自らが

行い経費の節約を行ったロ（回収されない廃棄ゴミについては自ら回収し業者に処分依頼をした。）
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盆議設及び言霊童書の縫議後聖霊及.~修繕に関する量産主事

。綾子寺管理 E修繕業務

・警十5罵修繕

主韮図主主総yおドンブ受水槽更新工務

前一殺修繕

上JII第二：7:r.ンス改修、よJll防水改修、その後＊害事総（会問地）

E浄化機管後

よJll第二、和屋、粥回、主主久E習、f担、城田、滋綾子災
竃去を1.kt露及び高架水機清十議後五霊祭務

火薬倍、五反問、粥悶、和皇室、上れi家二、エスペラント末広、主義段、m‘西豊浜、五十鈴JII 
．ヱレベーター保守点検

エスペラント末広

ョ消防設備点検

玉反問、側関、幸喜屋、上ill第二‘ヱスペラント末広、五十鈴｝I J 

．給水ポンプ管理

よIll事事ニ、エスペラント末広、線、被沼

＝擬＊＊＇ンブ保守管渓

大然問、五反E号、積雪問、和慮、菌室浜、三五十憲章JI[

u綴易水道法定検後 7系統

。意義守・管理工務については、さき共肉体の安全管理対銭安全審廷し、入居者！こま守しては率爾！こ行程談後

掲示板に員長るなど通知し、安全繁潔！こ努め工事を実施した。

。人権センター発行の係予｛三霊祭人権施策議本方針、議 to和、他数冊）を教材！こした草議場内研修

安全重量が受講するなどして、人緩意書量（~撃がい者・高齢者欄外E護人の人権〉、男女共闘参療の意識を務
めた。

~~時間推進として問地内…－）却し一一や非行一め！

。ま護主義保護活動の一環どして、事言板の設費等によるゴミ分室I］の磁知徽段や、放置ゴミの滋寺告の療に！発

議議紛の遜互主主出を行い、住戸の被安基‘改修工芸事によって生じるj幾築物！こ関しても貴重lj¥I裂の廃棄量にな

るよう努めた窃

滞債整盆盟工銭繍騨選議ド酬

OH22.4.1 Iこ三3重県堂住宅ゑu:=.i重県特定公共蓄電絞殺ヰきの管理に関する機綴公領案簸察綴後策定

し、主翼切に遼漉している。

。入居者の鐙人情毅総裁資料保管書療の線車窓、パソコンの議襲撃紡iえます策（鍵での間総）並びに文書害

者事デ…タ類の管護処分｛本総を徹底しており外務への情報i湯浅の防止に努め、総資料をそ日発言葉する際！こ
f;j:シュレッダー処滋の徹底・統活保譲宅奇縁者を設置し安会管理盟に努めている窃

。入量号室苦ぎを務E患を行う為、役員 に対する教育研修後言葉喜善。

；盆量制没鱗

なし
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(2）施設の利用状況

0平成 26年度県営住宅く南勢ブロック＞実績入居率 86.9%（平成25年度 87.9%)

2 ;fl］用料金の収入の実績

3管理業務に関する経費の収支状況

（単位d 円）

収入の部 支出の部

H25 H26 H25 H26 

指定管理料 77,398,000 89,988,389 事業費 62,741,185 74,910,389 

／ ／  ／／  利用料金収入 管理費 14,587,784 14,867,121 

その他の収入 。 。その他の支出 。 。
合計 (a) 77,398,000 89,988,389 合計 (b) 77,328,969 89,777,510 

収支差額（a)(b) 69,031 210,879 

※指定管理者が変わった場合、前年度の収支状況には斜線を記入しています。

額
一

免
一

減
一

金
一

岨
t

T

M

申

不

】

考
一
周
一

参
一
和
一

※

一

一

4 成果目標とその実績

成果目標
①建物等の点検確認（毎月2回以上）

②迅速かつ誠実な対応（1時間以内）

①指定全団地（16団地λ毎月2回以上（月平均 3.5回）の点検を実施じ、不良箇所の

早期発見、早期対応や入居者からの苦情処理や要望を解決できた。

成果目標に対す ②緊急修繕や日常生活に支障のある修繕については、 1時間以内に修繕業者が対応

る実績 し特に緊急を要する場合は担当者が現地に赴き対応をした。緊急大規模修繕、安否

確認、台風災害津波警報、火災未遂事故、入居者間トラブルにて7件の緊急出動実

績。台風や地震首津波についてのチラシを配布し災害に対する啓発活動を行った。

平成 27年度も指定管浬契約に基づいた成果目標を達成し、入居者に満足していただけ

るよう引き続き努力する。また、入居者間でのトラブルとなり苦情が多いペ‘Yト問題に対し

ても←件ずつ確実に解決していく姿勢で取り組む。さらに、独居老人の孤独死に対し、関

係機関と連絡を密にし、巡回パトロール時に直接訪問するなど日常的な安否確認の実

施に努める。少子高齢化社会という現実も含め、社会的弱者にある入居者が増加する

今後の取組方針 中、指定管理業務に含まれない身の上相談や生活弱者への対応、不正入居者の摘発、

災害や事故による緊急時の対応について体制を整え、安心a安全な住環境維持に努め

るD消防署職員の指導による消火訓練などを住民が経験し、防災意識が高くなりつつあ

るので、東南海地震に備え家具の倒壊防止策や地震時の避難経路や地震時の心得に

ついて各団地にて防災啓発講習会を実施し、災害時に住民自ら活動できるよう指導に

取り組む。
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5 管玉男業務iこ審議"9"'る自己言李総

務綴

H25 H26 

1 総裁務

の災滅状況
A A 

ト一一一一一

B i B 
・2 君主言支の示j

F現状況

く

:3 成果目標
A 

主及びその実績

※芸事｛議。）~護 13 r1 J 

の鉾1隠

※ll'fj簡の項目 rzJ
f3Jの評価：

A 

よぎ指定をま規事設が議をわった場合、前年度の詳舗は斜綴を記入していE主す。

コメント

事業言ill警に議づ五号、ご霊室~籍の設蜜や青色回転灯装先着E事朝時による陵地点検巡

図パト口…J削機緩して行った結果、入居者サービス向 につながり、ま；

た、入緩衝の喜霊祭・2苦僚主義還にち震る対応及びE議1毒殺ii脅！こより問地内が明るくな
り、 E革綴改革警がな~れ、安全”安心・狭量重な金書量1棄を幸最終ずることができた。

繭勢ブロックの入暦率は 86.9%であり、平成 25~手緩（jlお雲寺ブ[J•yク 87.9早古）の入

般家！こ1tべ若干の減少が昆られるものの‘王子認定26年後警護常住宅金体の実績入

Z霊ヰ芸の 81.2%と比べ高い水準を｛まっている。

Oi毒物の点検確認（毎月2回以上）

均年擦の実績は月平均 3.5固となった総果、不良箇所の零綴発見’卒業語対応が；

ま著書きとなった。また巡回回数が多い為、管理護人や俊民とのコミュニケーションが

長護れ、その結果、様々 な問題芸事務の解決につながった。パトローjむの実3援により
主義法駐豪豪華翼の援隊も含め入隊需をの安全a安心な住環境を確立することができ

すこ第

0迅速かつ誠実な対応打線綴以内｝

緊急修繕や日常生活！こ交際のある鯵豪華については、 1時間以肉iこ｛際線3範幸吉が
対応し、夜間休日 z時間外においても 24雲寺慰緊急受付議話！こで対応した。入居

者に対して実旅したアンケートの結果においても‘82.1%の入fill脅からJjfiぬの管

窪全般について満足の益準備安得た。

f AJ→業務霊十関俊民翻にき軽絡し、特に優れた察室震を上げている。

fBJ --> ~義務賞十衝後順翻に実百草している。
rcJ→重義務針滋後十分には実施できていない。

fひj 吋量産君事委n語のき堅絡に向けて、大きな改善後獲する。

「AJ→さき拐の8擦を遂成し、特！こ優れたき詫綴安上げている。

fBJ吋さき紛の13擦を達成している。

fCJ －ゆき詰紛の13擦を÷分には達成でをきていない。

fDJ吋当初の密擦を達成できず‘大きな君主義警を察する。
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「出
ラ

寸羽詰緩！こ対する達成度〉 十 …………一「
主義物©点主主言霊認〈毎汚2醤以上）と迅速かつ被災な対応（ 1 時間以内）のfi!t~長良襲撃は漆五立て？き

｛た。とれらの成果呂撲については、今後もその肉容の維持向上に努める。合意誌や翻然災警に

対する緊急時の対策も各務係機関と幾綴し対応できる体制が整えられたa

（課題画翌年度！こ取り綴むべきfi!t~装筏襲撃｝
・アンケートの回答から、ペットに践する苦情が各湿地より多く寄せられている為、県営住宅か

らのペット排除に取り総む。

・入居者の議齢化！こ伴い1由主費老人の入居者数も増加しており、会関係機関（警警察z消防・各市

社会福祉協議会・~市援護諜）との逮携による情報交換や、護主義務綴による認常的な安吾磯
認の実施後行うa本年授は2件の孤独死事案が発生した為、袋詰号機機器喜と孤独死対策につい

；て協議し、護霊祭芸護者iこ対して擦係機関が個々1::r豊蝕するのではなく、3まいに媛毅交換し協力体

制安機主義しま議委設死後米然！こ紡ぐ施策の取り決めを行った。

〔施設の滅工Eな緩鈴繁華霊のさ主主主〉
施言索後宮岩並立関’事基浴蕊z著者主主性等を考慮しながら維持管爆を行った。各国地の建物の務朽化も

滋ん1'.';f.)り、をめ綴かな管理と密度の言語い点検巡筏を行いながら今後も技術力の肉ょを関仏

各施殺のi滋切な維持管理を実施するように努めるe

｛普義氏（入居者）ニーズの把握（アンケート綴繁華室主義｝及びその後の事業等への反映）

入E若者アンケート結果でf;J:J問地iこ倹みやすいiが以.7%の冨答が得られたむ潔綴事選僚の実

施や、パトロールの強化により安全安心性みやすさか潤蛮されたように媛われる。今後｛ま防

総長吉約t~ j災対策、障がい者対策、高齢者対策の改害警が入居者！こ望まれていることから、さらにE室長告自治 p

j会主き致事皇室主の支援やさらなる議後器産化の向上に努めていく。
務綴 1 

〈課長｛入居者｝サーどスc向上の成果〉

緊急修緩や臼予言主主主主に3主総のある修繕！こ対してi土、より迅速で脅め細かえま対応を行い、留ま生

パトローんについては湾事均3.5主主の実施となった。入居者が務齢化ずる中、f督忽パトロール

カーで‘回ってもらうとき変心するjとの予言も多〈寄せられた。また、火災予防のチラシを記布し啓発

活動を行い安全篠然！こ害警めた。手書海トラフ等3遠敷地撲に鍛えて地震整時の心得や避難経路iこ
zついて管寝入を滋じて協議した。自然災害！こ対する喜害発活動として地緩や津波についてもテラ 4

シを自己布した。今後もE震なる障も民｛入居者｝サービスの向上fこ努めたい“

｛コスト誇l)j縫の取量Eみ）
少警護又！ま特殊3義務｛エレベーター点検等）以外につい-c…議室競争入札を実施し‘適正な競争Zえり

！一時蹴の縮減に努一一服しゃ建設数一馬し一
卒者＊f:こはま食事豪雪撃の綴絡を務査のうえ指導訂正し、終選撃の繍滋iこ努めた。

｛危機後菜室体事~O)漆保｝

民誕祭｛主主主災害警草寺識変支援体若手iマニ斗アJむと被害撃翻査報告マニュアルを作成し、災害警草寺！こfilim
予；主である。また、集金~~筆との会議において作成した災害時行動確認表疫機幾！こj務鈎綴E至
急ttた。
毒事務所内に緊急連絡表を務示し、襲号室主義寺の道義絡体総の明確化を闘った。

災害時”緊急事案等が発生したi燃の議主義変鐙るため、ヰ月初旬に聖書祭・消防~紡問した。

；（業務執行体制の繋備）

；妓術系業務と募集 R入殿完封僚主患寄事の写室務系業務iこ専門性とま雲議場経験のある絞殺を直E鐙し、
霊童IJ)嘉い管理を行った。今後もこの体制の維持向上に努めたい。
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指定管理者が行う公の施設の管理状況報告（平成 26年度分）

＜県の評価等＞

施設所管部名県土整備部

1 指定管理者の概要等

施設の名称及び所在 三重県営住宅＜東紀州ブロック＞（尾鷲市小川西町1他） 、

指定管理者の名称等
三重県南勢地区管理事業共同体 代表富永巌 （名張市鴻之台 2番町 19番

地）

指定の期間 平成26年4月1日～平成31年3月31日

E県営住宅及び共同施設の管理に関する業務（県営住宅の入居者の決定、使用料の

指定管理者が行う管理 決定等を除く）

業務の内容 M県営住宅及び共同施設の施設・設備等の維持、保守管理、修繕等に関する業務

－その他の業務

2施設設置者としての県の評価 ※指定管理者が変わった場合、前年度の評価は斜線を記入していますo

指定管理者 県の評価

評価の項目 の自己評価 コメント

H25 H26 H25 H26 

入居者の要望・苦情を把握し、適宜対応している。

1 管理業務
A A 

入居者から提出される各種届け出等の事務処理を、適切に行っ

の実施状況 ているロ

県との意思疎通を、円滑に行っているo

2 施設の
入居半は、増加しているロ

利用状況
A A 

3 成果目標
『建物点検回数」と『迅速かつ誠実な対応Jという2つの成果目標

A A とも、達成している。
及びその実績

※『評価の項目」め県 『＋」（プラス）→指定管理者の自己評価に比べて高ぐ評価する。

の評E － 「ー」（マイナス）→指定管理者の自己評価に比べて低く評価する。

総括的な

評価

「」（空白） →指定管理者の自己評価と概ね同じ評価とする。

（指定管理者の評価に対する県の評価）

『建物点検回数」は、成果目標法2回／月以上としているところ、月平均3回実施している。

『迅速かつ誠実な対応」は、成果目標として、 1時間以内の対応としているところであるが、

日々の業務の中で実践している。なお、入居者アンケートによれば、住宅修繕に要した時間に

ついて、修繕のあった入居者の87.5%が『思っていたとおりの対応時間」以上の評価をして

し、る。

巡回パトロールの実施やご意見箱の設置等により、入居者の意見・苦情を把握することに努

めている。

住宅の適正な維持とともに、経費削減のために、計画的な修繕を行っている。

建物修繕等において、競争入札を実施することにより、経費削減を図っている。

（今後の課題又は指定管理者への期待）

入居者アンケートにおいて、 97.3%が『どちらかと言えば住みやすい」以上の評価をしてお

り、今後とも一層のサービス向上と適切な施設・設備等の管理を期待している。
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く総定管理者の怒｛海副報告慾（平成 26年度分）＞

1管理業務の実施状況及び事j沼状況

(1）管理要義務の実波状況

ド金三愛塁皇位議鐙援笠茎邸調ヨ：：金茎E霊

室主笈援殺虫主畳二三塁芝線南勢地主主霊安綾毒事業共同体

I I I島各事業のき察施結果と成果｛幾民サービス（／）向上潔係）

0入居希怒号~Iこ対して綴綴喜きなf警報機供を行い、事事緩や審査については公平嗣公IEな方針に沿って厳
正なる後漆1ぐにおいて緩行した。

。議葬祭からi昆是正までの事委若手鱗きの迅速化祭器妻続できた為、入居者潟段自転｛アンケートの結果）の意義

持が図れた。

。入総事？からの妥遂a官昔懐などは喜美食後零の生活E議主義の経緯や後線運営または入居者満足J交におけ

るもっとも大事な橋事費と縫え、迅速・滋実iこ透切な対応”処霊童3れまった。ご意,!11.~蓄の設震により縫薬”要
惑を僚を出し、貸金zきを心・後室惑な住環境の維持！］）4島、団地級協パトロールや青色図車lii;:f裟策車輸に

でパトローんを行った。

。密機周辺住民かもの楽祭R営情iこ対しても迅速に対lル処理を？？った。〈住宅護主総p;]の樹木の事事廷を

し、道路の視界を改穫した。〉

0入E若者からの霊童話連絡や5義務内容を記録するために、f応対表』を各怒治労の机上に手設備し、言語き i
；洩らしや手配漏れのない業務の遂行ができたe組織内での後毅共有が必要さな案件iこ綴しては、E書室I'.I 
Fおの湾3重量字学校使用して会委主が肉容について主主義重した3 ' 

。不正入蔚苦言iこ対する対応について、月平均3図のきめ豊富かな巡閲パトローんの結果、不審車議後緩や

不IE:入際主主の出入りを発見することができ、警察側三霊祭等！こ道義綴し成果をあげた。

。平成 23王手の会風 12号による災害経験後ふまえ、水没の可能性のおる悶地においてはニ仁嚢袋を問

主まして水害警に綴えたョまた、絵筆霊雀津波‘台風についてチラシをl!~布し災後！こ対する軍事発j苦言語を行った。

O＞客年淡から各消防毒撃と霊童携し、取り組んだ氷滋火器官i使用による淡火訓練や 11思議透殺のi麗綴例サド i
常持ち出し袋の内線縫認や地震・津波の知識について消防毒事機祭鎗導のもとfすった。浅緑俊民の防｜

災議機号事発iこ取り緩んだ。オレンジハイツ御浜においては、現2葉監督II緩のき建3撃と防災グ、ッズの主主示説明
を行った。

・各事業（／）~祭主主結果と成泉（コスト綴波関係）

0少綴又iま特殊義務（浄化槽雑袴点検等）以外（／）針主題修繕毒事において、競争入札を実滅することによ r

り緩撃をの削減を隠った。

。護費用の言語む議事室長修繕においては施工官官i二修繕業者と施工範屈を客室認し見積書安祭潟後金豊富を決め

工事に着工した。一被修絡においては謝罪対応の工事後隊き 10万以Jニのものについては見積参安全器燥

させ、イ士線網工法を鯵車整重量者と確認してから発注活空襲護を記長め修繕後行った。言霊祭主幹舗の見直しゃ宝章設夢

物銭2容を利用し資材や建材または偽絡の主専務ヨ霊祭した。議員会f若宮回時に筒lllにできること害事は爾らがi
行い車菱重量の節約発行ったパ喜望校されない廃棄こまおこついては!3らIEJJ奴しさ業主密！こ処分依綴ミをした。） ： ； 
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議盗滋ゑ主主薬獲の級殺i霊E要Fえび修繕！こ践する雲義務
。事長持緩ま箆・惨事差主義務

’S十隠（惨事善
なし

・…般修繕

その他小修繕（各団地）

材浄化構管理

オレンジハイツ御浜、久生段、井戸、弁士、主義、苦言江

集室差是く機及び高架水槽清掃管双3義務
買ナレンジハイツ御浜、久全段、井戸、弁こと、泉、古江

“治主主設儀点検

久生屋、オレンジハイツ御浜

a湯水ポンプ霊長守管滋

泉、井戸、弁之、

宵簡易水道法定宅金量を

泉

0保守‘管淑工務については、さき総合IJ)安全管理対策を策定し、人隠者に対しては事前！こ行程議後掲

示犠！こ貼るなど滋知し、安会菅震に努め工事をき軽3撃した。

。修事審議著書（霊堂助会員）をF業務採点マニュアJt..JIこよりきめ絡会、くお導し、作業内容の均一化・潟躍を化

そを殴った。

鐙援議3震への重さE霊iこ隠する業務

。入車種センター発行の様子｛三E重県入手量施策ま基本方針、環 t。和、総数奇書｝祭事主将iこした綴主義i勾言葉修 1
後余幾が受講するなどして、人権君主総｛罪撃がい号雪国高齢者・外国人の人権）、5尊重E災関委書協の念識を高

めた。

。環境保護活動の…球どして、事普4症の設置等によるゴミ分室ljの長議室百数緩まや、放霊堂ゴミの撤去の際に廃

棄物の遜正排出安行い、住戸の字詰修・改修工事！二よってき主じる療薬物に綴しでも最小限の廃棄量にな

るよう努占むた。

(<ii奮報公害警・銭入絞殺事長室撃に滋する業務 ’ I 11 

OH22A1に＝.：：！震緩没後宅及び三重渠特定公共賃貸住＇.￥；の後潔に濁する情報公務実施婆銭安策定

し、適切に滋潟している。

0入際援の鈎人情報記載資料保管蓄療の総書室、パソコンの盗難防止対策（鍵での圏淀）主主ぴ！こ父譲

等データ類の管鰹処分体制を徴底しており外務3への務総溺j患の妨止に努め、紙資料を躍準緩ずる綴iこ
はシュレッ夕、一処理の徹底・統括保護繁華霊祭をき愛媛し、安全管理iこ努めている。

。人約安全管理を行う為、役員・再議員！こ対する総務続最多をき是露。

パ議ヨ~g;i＿慾金塗重量

なし
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(2）室長設のやlffl状況

。平成立百年度県営住ヰきく策紀fflブロック＞災機入居率 S立3%（平成25年度88.8%)

ー叩F 一ーーー一ー一一一

一一一一一一 アゴ
3 5奪弾製薬務に関する李基護をの収支状況

（単位向｝

級入の箆： 支出の毒事

ト126 H25 ト126

指定警告ま護憲ヰ ! 35,963,000 25,849,298 著書業費 32,958,000 22,756,298 

抑制入｜／ ／／／／  管理費 之997,890 ~.日54,815

その後の収入 oi 。その後の炎上詰 告 。
合計 えぬ 35,963,000 25，喜49,298 合計 ｛む〉 35,955,890 25,811.113 

；収支差額（a)-(b) 7,110 38,135 

※翁3主管理者が変わった場合、前年度の収支状況には斜線？を言記入していますe

ヰ成果目標とそのき誌緩

成果民主護
①建物等の点検後怨（毎月2密以よ）

cg:迅速かっ談笑な対応（1時間以内）

①指定会問地（8E芸絵入祭Fl2間以上（月平均3[ii]）の点検を実施し、不良害警告去の早期

発見、思潮対応や入長若者からの2苦情処理や喜喜怒号長義孝次できた。

長支5韓関稼に対す R緊急修緩や日常生活！こ叉i俸のある修綴については、 1雲寺際以内！こ修絡業者が対応

る突績 し、終iこ緊急を憂する専務署遣はなかったが、平成23年の台滋 12喜善による災害経験をふ＊

it、水没の可能殺のある団地においてはごと畿袋を用意し水饗iこ鎗え？とaまた、台風や地 i

議”津波についてのチラシを配布し災害警に対する啓発活動費行ったa

平成 27年波も指定管王室契約に3毒づいた成果呂擦を漆威し、入局者に満足していただけ

るよう引会続~努力する。また、入縁者聞でのトラブjしとなり苦情が多いペット間長選iこ対し
ても一件ず、つ獲実f：：解決してい〈姿勢で取り組む。さらに、重量産老人の孤独死に対し、喜重

係機緩と主主絡を密！こし、巡践パトロー｝［，時iこ重量後紡関するなど記念約なき官官確認の~

施！こ努める。少子高齢化社会という茨爽もぎきめ、社会的弱者にある入E若者が増加する

' 4号室長の取鐙方針 中、街}E管理業務iこすき＊れない身の上裕緩やさ主主E弱者への対応、不IE入居者の摘発、

災容や事故による襲警念持の対応についてf本泌を整え、安心・5安全な住潔壌絞殺に努め l

るa；詩防署職員のF首選事による消火訓練なcを住民主f経験し、防災意識が高くなりつつあ E

るので、東西司潟地震撃に備え家累の綴緩防止策や地震燃の霊童幾豪華路や地震時専の心得iこ
ついて各段泌！こて防災啓発言義務会を実施し、災害日約二俊民自ら活動で診るよう熊導！こ；

取り李賢む。
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5 管理業務に関する自己評価

評価の項目
評価

H25 

1 管理業務

の実施状況
A 

2 施設の利
A 

用状況

3 成果目標
A 

及ぴその実績

※評価の項目「1」

の評価ー

※評価の項目『2」

『3」の評価：

H26 

A 

A 

A 

※指定管理者が変わった場合、前年度の評価は斜線を記入しています。

コメント

事業計画に基づき、ご意見箱の設置や青色回転灯装着車輸による団地点検巡

回パトロールなどを継続しで行った結果、入居者サービス向上につながり、ま

た、入居者の要望・苦情処理に係る対応及び環境整備により団地内が明るくな

り、環境改善がなされ、安全M安心・快適な住環境を維持することができた。台風

の水害から守る為、土嚢を用意し災害対策を講じた。また、地震に備えてチラシ

を配布した。

東紀州ブ、ロックの入居半は 89.3%であり、平成 25年度（東紀州ブロック 88.日%）

の入居率に比べ増加が見られる。平成 26年度県営住宅全体の実績入居率の

日1.2%と比べ高い水準を保っている。

0建物の点検確認（毎月2回以上）

当年度の実績は月平均3回となった結果、不良箇所の早期発見E早期対応が可

能となった。また巡回回数が多い為、管理人や住人とのコミュニケーションが図

れ、その結果、様々な問題事項の解決につながったaパトロールの実施により違

法駐車車輔の排除も含め入居者の安全・安心な住環境を確立することができ

た。

0迅速かつ誠実な対応（1時間以内）

緊急修繕や日常生活に支障のある修繕については、 1時間以内に修繕業者が

対応し、夜間休日 E時間外においても 24時間緊急受付電話にて対応した。入居

者に対して実施したアンケートの結果においても、 97.3%の入居者が団地の管

理の全般について満足の評価を得た。

『A」→業務計画を順調に実施し、特に優れた実績を上げている。

『B」→業務計画を順調に実施している。

『C」→業務計画を十分には実施できていない。

『D」→業務計画の実施に向けて、大きな改善を要する。

『AJ→当初の目標を達成し、特に優れた実績を上げているロ

『B」→当初の目標を達成している。

『C」→当初の目標を十分には達成できていない。

「D」→当初の目標を達成できず、大きな改善を要する。
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「

総録的な

言手｛漆

｛成果関擦に対する主主成度｝

建物の点検絞殺｛毎月2悶以上〉と迅速かっ幾多誌な対応（1P寺f語以内）の成果El緩は達成可？を

た。これらの民主巣目壌については‘今後もその内容の季最絡向上l二努めるa合目立や自然災・5にi
対する霊~~主将の対策も各麗係機関と連携し対応できる｛本綴を皇室えられた窃 i: 

: （諜霊童篠翌年度！こ取り絡むベ慾成果窃緩｝ 年 r 
いアンケート（］）倒答から、ペット！こ関する嘗擦がそ5図絵よヲ~く寄せられている為、県営後議か l
iらのペット排除iこ取り組む。
・入居者の箔齢化iこ｛辛い独j底追主人の入総菜を数も機会話しており、李会関係機関（警警察，j終Ill!.各市 f

社会憶さま協議会同Jl}rnf霊議言葉）との君事務蓄による橋幸韓交換や、後按訪問による日常的な安否奇襲 1
認の災施を行う。

（施設の主譲渡な維持管王撃の実施）

施設を賢官会面・終草寺潟.'fill受絞寄事を考慮しながら維持管理委行った。各防総の建物の若き桁化も

進んでおり、きめ毒震かな管E恩と苦言震の語審い点検巡授を行いながら今後も妓衛力の向上を図り、

i鰍殺の手切な維持憐後実施す紡i割る。 I! 

! （線長〔入防護f）ニ…ズの把援（アンケート羽交結果〉及びその後の芸事業等への反狭｝ 毎

入居者アンケート事音楽では、f問地に住みやすいjが 97.3%の問答が得られた悶療機鋒鎮のき起 l

施や、パトローんの強化により安全M安心R住みやすさが誇官草されたように窓われる。今後i主義者
災対策、障がい答対策、潟齢者対策の改善方考人縁者に幾E主れていることから、五さらに図1由自治

会活動機後の支援やさらなるE業務蓄量化の向上に努めていくa

｛渠民｛入店若者〉サーどスの向上の完走泉）

緊急修繕や日常生活！こ交隊のある惨事善iこ対しては、より浪速できめ審理かな対応を行い、IDH自
i I~ト悶ーんについては月3~主iえよの災施となったn 入E警告警が高鈴｛じする中、 f努色パトロールカ
！…で回ってもらうξ安心するjどの資も多く惑をきられた。il':tこ、火災予紡のチラシ，地震や津波に

ついてのチラシ？を際海し啓発j活動＊·rrい安全確保iこ努めた。事詩洛トラフ3~量動地震に備えて、
地震締の心得や滋総経絡についても後寝入1ri麗じて協議した。また喝自然災害！こ対する幾多幸 L

活動4ごして地緩や津波についてチラシを配布した。平成23年の合j滋12号による災害経験後卒、；

航、水没の可能性のある団地iこかて同離を縦し、氷結こ備えた。今後もさらなる県i
民（入居翁｝サービスの向上！こ努めたい8

〈コスト獄i威の取緩み〉

l少審議文iま特殊業務（浄化後維持点検等｝以外について…般競争入札を実践し、適正な毅寄与及

；び漉工麓潔のも左総務の縮減iこ努めた。稼繁単価の兇獲しや葱数物価本械照し、資材や建 J

材または絞備等の綴絡を調査のうえ指導訂正し、豪華畿の縮減iこ努めた3

〔危機管理体叙の確保）

長義滋住宅災害害時認査xi主体事~マここニエアルと被饗認査報告マニスアJl.-を作成し、災害時Iこj苦沼＆
i予定である。また、夢悪役宅課との会議において作成した災害時行動護認泰宏職員に線全員徹底

iさせた。
i 事務所内に緊急宝襲撃喜表安掲示し、緊ゑ憾の連絡外相！の明石在化宅豊富司った。

災言寄書寺z緊急務室害等が発生した際の室長擦を凶?:itこめ、4.Fl初旬に害警察・消防を訪問したD

〈三業務執行f主総の繋鏑）
技者守系議t~習と募主義・入居者管滋等の喜義務系業務jこ毒事向性と告書官経‘経験のある議長後配置し、

直盟主主幹行ったα今後もこの械の鱗向上｛こ努跡、。一一一一
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